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Ｅ-０１
電 気 設 備 特 記 仕 様 書 １A 2 N / S

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　用途区分は消防法施行令別表第一による表記

電気設備工事特記仕様書

Ⅰ．工事概要

 １．工事名称

 ２．工事場所

 ３．建物概要

 ４．工事種目
 　　下記において●印を付した工事を対象とする。
 　　　・電力設備　　　　　・受変電設備　　　　　・電力貯蔵設備　　　・発電設備
 　　　・通信・情報設備　　・中央監視制御設備　　・医療関係設備
 　　　・構内配電線路　　　・構内通信線路　　　　・その他

Ⅱ．共通仕様
　　図面及び特記仕様書に記載されていない事項については下記による。
　　・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修
　　　「公共建築工事標準仕様書」（建築工事編・電気(機械)設備工事編　各平成31年版）
　　　「公共建築改修工事標準仕様書」(建築工事編・電気(機械)設備工事編　各平成31年版)
　　　「公共建築設備工事標準図」（電気設備工事編・機械設備工事編　各平成31年版）
　　・電気設備に関する技術基準を定める省令（電気設備技術基準）
　　・電気工事業の業務の適正化に関する法律
　　・電気工事士法
　　・労働安全衛生法
　　・消防関連法規（条例・所轄署指導要領を含む。）
　　・電力会社供給約款
　　・その他関連法令、関連諸基準

Ⅲ．特記仕様
 １．一般共通事項
 　　下記の該当する項目を適用する。また、選択する事項は、●印のついたものを適用する。

　１．一般事項
　　(１)工事の詳細については、本設計図面及び仕様書による他、上記各施工基準に準拠し監督
　　　員指示の下に入念かつ誠実に施工すること。
　　(２)設計図書に定められた内容、現場の納まり・取り合い等の不明な点や施工上の困難・不
　　　都合、図面上の誤記及び記載漏れ等に起因する問題点及び疑義、設計図書のとおりに施工
　　　することで将来不具合が発生しうると予想される場合については、その都度、監督員と協
　　　議すること。
　　　　なお、設計図書のとおりの施工であっても使用上の不具合が発生した場合は、協議のう
　　　え改善策を講じること。
　　(３)他工事との取合いについては予め当該工事関係者間において協議し、円滑な工事進捗に
　　　努めること。調整不足による意匠的な仕上がり不備や不具合が発生した場合は、監督員の
　　　指示により手直し施工を行うこと。

　　さん及び幅木の機能を有する足場とし、足場の組立て、解体又は変更の作業は、「手すり先
　　行工法による足場の組立て等に関する基準」の２の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行専

　　　設置する足場については、「手すり先行工法等に関するガイドライン」（厚生労働省　平
　２．足場

　　成21年４月）により、「働きやすい安心感のある足場に関する基準」に適合する手すり、中

　　用足場方式により行うこと。

　　　足場（つり足場、張出し足場又は高さが１０ｍ以上の足場で、組立から解体までの期間が
　　６０日以上のものに限る）の組立て後、市監督員立ち合いの下、当該足場の組立てを担当し

　　　１）足場の組立て等作業主任者であって、労働安全衛生法第１９条の２に基づく足場の組
　　知識と経験を有する者」とは、以下の者とする。
　　た者以外の足場に関し十分な知識と経験を有する者により点検を行うこと。なお、「十分な

　　　　立て等作業主任者能力向上教育を受けた者
　　　２）労働安全衛生法第８１条に規定する労働安全コンサルタント（区分が土木又は建築で
　　　　ある者）や厚生労働大臣の登録を受けた者が行う研修を修了した者等法第８８条に基づ
　　　　く足場の設置等の届出に係る「計画作成参画者」に必要な資格を有する者
　　　３）全国仮設安全事業協同組合が行う「仮設安全監理者資格取得講習」、建設業労働災害
　　　　防止協会が行う「施工管理者等のための足場点検実務研修」を受けた者等足場の点検に

　　　　点検について、上記１）又は２）に掲げる者と同等の知識・経験を有する者
　　　　必要な専門的知識の習得のために行う教育、研修又は講習を修了するなど、足場の安全

　　　本工事には産業廃棄物税相当分が計上されていないため、受注者が課税対象となった場合
　　には、完成年度の翌年度の４月１日から８月31日までの間に、別に定める様式に産業廃棄物
　　税納付証明書を添付して、当該工事の発注者に対して支払請求を行うことができる。
　　　なお、この期間を超えて請求することはできない。また、産業廃棄物処理集計表（マニフェ
　　ストの数量の集計）を超えて請求することはできない。

　　　・一般電気工作物　　・自家用電気工作物

　３．三重県産業廃棄物税

　４．電気工作物の種類

 ２．施工仕様
 　　下記の該当する項目を適用する。また、選択する事項は、●印のついたものを適用する。

　１．既設設備等の調査
　　　既設設備等の改修を含む場合、他の設備、施設運営に影響をきたさないよう、現地工事着
　　工前に十分な調査を行うこと。
　　(１)地中埋設管路
　　　１）項　　目　　・埋設配管　　・構造物　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　）
　　　２）調査範囲　　・埋設ルート　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　(２)貫通及びはつり
　　　１）項　　目　　・鉄筋　　・配管　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　２）調査範囲　　・施工部分　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　(３)既設との取合い
　　　１）項　　目　　・接続箇所　　・増設箇所　　・その他（　　　　　　　　　　　　　）
　　　２）調査範囲　　・施工部分　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　２．施工前の測定等

　３．耐震施工
　　(１)想定される地震に対応するものとする。
　　(２)耐震計算書を監督員に提出するものとする。

　４．耐震基準
　　　耐震措置の計算及び施工方法は、「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準　平成２５年版」
　　（国土交通省大臣官房官庁営繕部）及び「建築設備耐震設計・施工指針　２０１４年版」
　　（(一財)日本建築センター）を適用する。
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　５．はつり
　　(１)穴開け及び補修　　　・なし　　・あり　(貫通場所及び口径は別図による）
　　(２)溝はつり及び補修　　・なし　　・あり　(はつり深さは別図による）

　６．あと施工アンカー
　　　性能確認試験及び施工確認試験　　・行う　　・行わない

　７．基礎の配線ピット
　　　基礎に配線ピットを設ける場合、ピットの寸法は敷設するケーブルの曲げ半径、条数、将
　　来増設時の作業性、事故時の対応、排水等に配慮する。

　８．配管・配線の耐震処置
　　　建物引込部の配管の耐震処置　　　　　　　　　　　　　　・行う　　・行わない
　　　建物のエキスパンションジョイント部の配線の耐震処置　　・行う　　・行わない

　９．最上階の埋込配管
　　　最上階のコンクリート屋根スラブへの埋込配管は、原則として行わない。

　11．合成樹脂管
　　(１)合成樹脂管の管端には、ブッシングを取り付ける。
　　(２)原則として屋外の露出には使用しない。（ＰＦ管）

　12．予備配管等

　10．露出配管
　　(１)雨線外など水気のある場所に施設する場合は、Ｕ字配管を行わない。
　　(２)壁面配管で人が容易に触れるおそれのある部分（２ｍ以下）の配管には、突起のない支

　　(４)監督員の指示がある場合は、上記に係わらずその指示に従う。
　　(３)通路部分では床配管を避け、天井配管の場合は原則２.１ｍ以上とする。
　　　持金物又は保護カバーを使用する。

　　　改修工事にあたっては、工事範囲の既設機器の動作確認等を着工前に行い、監督員に報告
　　すること。

　　　埋込型分電盤からの立上り予備配管は、予備回路が４回路以下は（ＰＦ２２）を１本、５
　　　回路以上は（ＰＦ２２）を２本施工する。スラブ天井の場合は、天井又は梁下２００mmま
　　　で立上げ、位置ボックスを取付ける。また、二重天井の場合は、天井まで立上げ、位置ボ
　　　ックスを取付ける。

　13．金属製電線管等の塗装
　　(１)露出配管、露出ボックス、鋼製プルボックス等のうち下記の部分には、塗装を施す。
　　　１）屋外、屋内（電気室、機械室、ＥＰＳ、居室、廊下）、その他建築意匠上必要な箇所。
　　　２）図面に特記なき場合は、溶融亜鉛メッキ鋼材製のポール及びアームは塗装しなくても
　　　　よい。ただし、図面に指示がある場合はその指示による。
　　　３）湿気、水気のある場所及びコンクリート埋込みの金属製位置ボックスの内面には絶縁
　　　　性防錆塗料を十分に塗布すること。（監督員が指示した場所は除く。）
　　　４）仮枠貫通部の金属配管には錆止め塗装を施すこと。
　　(２)塗装はエッチングプライマー１種の下地処理のうえ、監督員の指定する色にて調合ペイ
　　　ント２回塗りとする。ただし、指定場所及びその他建築意匠上、必要な箇所の露出プルボッ
　　　クスは指定色焼付塗装とする。

　14．導入線
　　　通線を行わない配管及び配線引抜き後に空となった配管には、導入線（φ１.２mm以上の樹
　　脂被覆鉄線等）を挿入する。ただし、長さ１ｍ以下の部分は省略することができる。

　15．予備スリーブ
　　　梁下に配管・配線スペースがない梁には、１スパンに２本程度を予備スリーブとして埋込
　　む。
　　　なお、防火区画貫通スリーブは、防火区画処理を行うこと。

　16．ボックス類

　17．軽量間仕切のボックス
　　　軽量間仕切に位置ボックスを固定する場合は、ボルト等により堅固に固定する。

　18．プルボックス
　　(１)屋外形、特殊な形状又は一辺が８００㎜以上のものは、製作図を提出すること。
　　(２)屋外形プルボックスはボックス内に支持ボルトが突出しない構造とし、取付部にはコー
　　　キングを行う。

　19．ボルト・ナット類
　　　屋外に使用する支持金物及びボルト、ナット類で特記のないもの
　　　　・ステンレス　　・溶融亜鉛メッキ仕上げ●

　　　位置ボックス及びジョイントボックス類は、特記なき場合、原則として合成樹脂製とする。

　　　電気工事士法の区分により施工するものとし、契約電力が５００kW以上の電気工作物にお
　　いても、第一種電気工事士により施工するものとする。

　　　電気工事の施工場所ごとに、その見やすい場所に、氏名又は名称、登録番号その他の経済
　　産業省令で定める事項を記載した標識を掲げなければならない。

　　　電気工作物に係る工事は電気保安技術者を配置し、工事期間中の電気工作物の保安業務を
　　行う。
　　　なお、電気主任技術者が選任されている施設においては、電気主任技術者に工事内容の説
　　明を行い、指導を受けるものとする。

　５．電気工事士

　６．電気工事業の業務の適正化に関する法律

　７．電気保安技術者

　　　工事に使用する材料及び機器等については、次の書類を提出する。

　　　　　　設計図書による他、監督員の指示による。

●
●

●
●

　　　営繕工事写真撮影要領（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（平成31年版））に従い撮影
　　すること。
　　　なお、デジタル工事写真の小黒板情報電子化を行う場合は、「デジタル工事写真の小黒板
　　情報電子化について（平成29年3月1日付け国営整第211号）」による。

　　　監督員及び関係部局と協議調整し決定すること。
　　(１)施工可能日
　　　　・指定なし
　　　　・一部指定あり（振動・騒音等作業、重機搬入等入退場、停電作業等）
　　　　・指定あり
　　　　　　指定日（・施設休業日　　・打ち合わせ　　・その他（　　　　　　　　　　　））
　　(２)施工可能時間帯
　　　　・指定なし
　　　　・一部指定あり（振動・騒音等作業、重機搬入等入退場、停電作業等）
　　　　・指定あり
　　　　　　指定時間（・(　)時～(　)時　　・打ち合わせ　　・その他（　　　　　　　　））

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　なお、事故発生後の措置について監督員と協議を行うとともに、当該事故に係る状況聴取
　　調査、検証等に協力すること。

　　を監督員が指示する期日までに、監督員に提出しなければならない。
　　　工事施工中に事故が発生した場合には直ちに監督員に通報するとともに、工事事故報告書

　　(３)その他

　　　①　機器明細図
　　　②　各種計算書

　　　試験に使用する計測器類は２年以内の校正証明書（写）又は有効期限内の精度保証書（写）
　　等を提出する。
　　　また、照度計、騒音計、振動レベル計等の特定計量器を用いて計測する場合は、計量法に
　　基づく検定に合格し、かつ検定有効期限内のものを使用する。

　　　③　施工図（プロット図、平面図、展開図、各種詳細図）
　　　　　　各種工種ごとに作成し、停電及び搬入計画書も作成する。
　　　②　工種別施工計画書（施工要領書）
　　　　　　包含工事の場合は、電気設備工事施工計画書とする。
　　　①　総合施工計画書
　　　なお、書類の作成においては、関連する関係者と十分に調整すること。
　　　受注者は施工に先立ち、次の書類を提出し監督員と打合せを行う。

　　　　　　主要機器、重量機器等については、固定方法の詳細図を作成し、十分な耐震性能を
　　　　　　確保する施工方法を提案すること。
　　　④　耐震計算書

　　　工事施工に関して、着手前・施工途中・施工後の自主検査を実施すること。
　　　チェックリスト等を作成し、管理を行うこと。

　　　以下の項目について、出来形管理の対象として管理を行うこと。
　　　①　各種盤据付
　　　　　　耐震強度（設計標準震度、アンカーの種類・サイズ確認・埋め込み深さ）
　　　　　　基礎寸法
　　　　　　水平垂直
　　　②　配管・配線工事
　　　　　　支持間隔
　　　③　スイッチ類の取付高さ

　８．品質管理

　９．出来形管理

　10．測定機器の校正等

　11．施工計画等

　12．機材等

　13．工事写真

　14．施工条件

　15．事故の発生時

　　　工事の着手、着工、完成にあたり、関係官公署への必要な届出、手続き等を遅滞なく行う。
　　　なお、当該手続きに係る費用は受注者の負担とする。
　　　　・消防設備関係　　・電気工作物関係　　・受電関係　　・通信関係　　・建設工事関係
　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

●　　　　構内への設置　　・できる（施設管理者と協議）　　・できない

　　(１)消火器に係る消防用設備等設置届出書の作成
　　　　・本工事　( ・建築工事　・電気設備工事　・機械設備工事 )　　・別途工事
　　(２)防火対象物使用開始届出書
　　　　書類の作成（電気設備図面の作成及び電気設備に関する部分の記入）を行うこと。

　　　　構内既存の施設
　　　　・利用できる（　・有償　・無償）　・利用できない

　　　本工事で新規受電した時からの電力料金は本工事に含まれる。また、本受電後，引渡しま
　　での電気主任技術者の選任及びこれに伴う費用負担も本工事に含まれる。

　　　　構内既存の施設
　　　　・利用できる（　・有償　・無償）　・利用できない

　　　電気工作物の範囲が変更になった場合、工事着手から引渡しまでの電気保安管理等にかか
　　る費用は本工事に含まれる。

　　　大型機器、重量物等の搬入前に、搬入経路の有効寸法（扉、天井高さ、搬入経路上の曲が
　　り等）、障害物（足場等）、養生方法、運送車両、揚重機械、搬入機械の種類、台数及び数
　　量、雨天の場合の処置、受入検査の方法等を記載し監督員に提出する。

　18．官公署への手続き

　19．消防法関係の手続き

　20.工事用仮設物

　21．工事用電力

　22．工事用水

　23．工事中等の保安監理

　24．搬入計画

　　　発注者及び受注者の協議により仕様を決定し、製作するような規格品でない製品並びに監
　　督員が指定する製品については、試験及び検査等を行う機器が整備された施設内において、

　　　検査及び試験を行うべき機材等は、設計図書によるほか、監督員の指示による。

　　　機器の動作確認、電圧、極性、相回転等確認できるように電源を確保すること。

　　　総合盤等操作の必要な機器については、使用開始前に操作説明を行うものとする。また、
　　必要に応じて操作説明書、操作注意事項書を作成し、機側に備えるものとする。

　25．製品確認

　26．機材等の検査及び試験

　27．完成確認及び完成検査時等の電源確保

　28．完成時の操作説明

　　　完成図作図範囲（設計図を訂正）
　　　作成する　（　・完成図　　・保全に関する資料　　・（　　　　　））
　29．完成図等

　　　完成図はＣＡＤにより作成することとし、著作権（著作権法第27条及び第28条に規定する
　　　権利を含む）にかかる使用権は、発注者に移譲するものとする。また、製本２部（原図サ
　　　イズ）により提出すること。

　　　デジタルカメラで撮影し、全てＬ版相当サイズで印刷する。
　　　写真は、着工前・施工中・完成を同一場所から、黒板なしで撮影すること。

　30．完成写真

　　　を含む。）並びに建設機械等の燃料として、不正軽油（地方税法第144条の32(製造等の承
　　　認を受ける義務等）の規定に違反する燃料をいう。）を使用してはならない。

　　　い。また、受注者は下請負者等に同調査に協力するよう管理及び監督しなければならない。
　　(３)受注者は、不正軽油の使用が判明した場合は、速やかに是正措置を講じなければならな
　　　い。また、受注者は下請負者等に不正軽油の使用が判明した場合は速やかに是正措置を講
　　　じるよう管理及び監督しなければならない。

　　(１)受注者は、工事中の適切な安全確保の措置等の一切の手段について、自らの責任におい
　　　て定め、工事を実施すること。
　　(２)設計図書に明示された施工条件と工事現場が一致せず、安全確保のために指定仮設の変
　　　更や計上が必要な場合は、監督員と協議を行い、指示を受けた後、受注者として適切な安
　　　全確保の措置を講じたうえで、工事を実施すること。

　　(１)市工事の施工に当たり、工事現場で使用し、又は使用させる車両（資機材の搬出入車両

　　(２)受注者は、市が使用燃料の採油調査を行う場合には、その調査に協力しなければならな

　31．不正軽油の使用の禁止

　32．現場での安全確保（自主施工の原則）

津市　観音寺町　地内

棟 名 称　　（仮称）津市津西会館別館

構　　造　　鉄骨造　平屋建

用途区分　　(１)ロ

●

●

●

原図 Ａ２

●
●

（仮称）津市津西会館別館電気設備工事

 (仮称)津市津西会館別館電気設備工事

建築面積　　436.12㎡

延べ面積　　411.62㎡

　16．建設副産物　情報交換システムの利用
　　　受注者は再生資源の利用又は建設副産物の搬出がある場合は、工事着手前及び工事完了後に
　　　「再生資源利用計画書（実施書）」、「再生資源利用促進計画書（実施書）」を監督員に
　　　提出することとし、工事着手前にはJACICが運営する「建設副産物情報交換システム」へ
　　　データ入力し、工事完了時にはシステムへ実績報告を行うこと。

　　(１)引き渡しを要するものは下記のとおりとし、それ以外は別途監督員の指示による。
　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　(２)特別管理産業廃棄物
　　　　・変圧器　　・コンデンサ　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　現場内の監督員の指定する場所へ保管するものとする。
　　　　　なお、施工に際してＰＣＢ等特別管理産業廃棄物及び疑わしき機器等を発見した場合
　　　　は、監督員に報告し対応を協議するものとする。
　　(３)現場内において再利用を図るもの
　　　　・発生土　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　(４)再資源化を図るもの
　　　　・コンクリート塊　　・アスファルトコンクリート塊　　・建設発生木材

　　(５)水銀使用製品産業廃棄物として取り扱うもの
　　　　・蛍光ランプ　　・ＨＩＤランプ（高輝度放電ランプ）　　・その他（　　　　　　　）
　　　　「水銀廃棄物ガイドライン」（平成29年6月 環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部）
　　　　に基づき適切に　処理すること。
　　(６)発注者へ引き渡すものについては「現場発生品調書」を提出すること。
　　　　また、再利用を図るものについても調書を作成し、監督員へ提出すること。
　　(７)引き渡しを要しないものは、全て構外に搬出し、建設工事に係る資材の再資源化等に関
　　　する法律、再生資源の利用の促進に関する法律、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、そ

　　　（マニフェストＡ、Ｂ２、Ｄ票を提示すること。）
　　　の他関係法令に従い適正に処理し、監督員に報告すること。

　17．発生材の処理等
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【発電設備】

10．燃料式
　　発電設備
(１)用途　　　　　１）用途　　・防災電源専用（防災認定品）　・防災電源兼用（防災認定品）
　　　　　　　　　　　　　　　・一般用
　　　　　　　　　２）区分　　・常用　　・非常用
(２)設置場所　　　・屋内　　　・屋外（・普通地域　　・塩害地域）
(３)機器　　　　　・発電装置　　・燃料槽　　・給油ボックス　　・燃料移送ポンプ
　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(４)発電装置　　　１）種類　　・ディーゼル発電装置　　・ガスエンジン発電装置
　　　　　　　　　　　　　　　・ガスタービン発電装置
　　　　　　　　　２）形式　　・簡易形　・オープン式
　　　　　　　　　　　　　　　・キュービクル式（・85dB(A)/1m　　・75dB(A)/1m）
　　　　　　　　　３）始動時間（停電検出後）　　・１０秒以内　　・４０秒以内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・（　　　　　）秒以内
　　　　　　　　　４）連続運転時間　・２時間以上　　・１０時間以上　　・２４時間以上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・７２時間以上　・その他（　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　５）発電機
　　　　　　　　　　①電気方式　・三相３線式（・６.６ｋＶ 　・２００Ｖ　・(　　　　)Ｖ）
　　　　　　　　　　　　　　　　・単相３線式（２００／１００Ｖ）
　　　　　　　　　　　　　　　　・単相２線式（・２００Ｖ　　・１００Ｖ　・(　　　　)Ｖ）
　　　　　　　　　　②定格周波数　　６０Ｈｚ
　　　　　　　　　　③定格出力　　　（　　　　　）ｋＶＡ
　　　　　　　　　６）原動機
　　　　　　　　　　①定格出力　・（　　　　　）ｋＷ 以上　・（　　　　　）ｐｓ 以上
　　　　　　　　　　②冷却方式　・ラジエータ方式　　・その他（　　　　　　　　　　　　）
(５)燃料　　　　　１）種類　　　　　・軽油　・灯油　・Ａ重油　・その他（　　　　　　　）
　　　　　　　　　２）引渡時燃料　　・満タン　　・指定なし　　・その他（　　　　　　　）
(６)燃料槽　　　　１）形式及び容量　　・パッケージ搭載タンク（　　　　　）リットル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・燃料小出槽（　　　　）リットル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・主燃料槽（　　　　　）リットル
　　　　　　　　　２）燃料小出槽　　　・屋外型（・ステンレス製　・鋼製）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・屋内型（・ステンレス製　・鋼製）
　　　　　　　　　３）主燃料槽
　　　　　　　　　　①設置場所　　　・屋内　　・屋外(地上)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・地下埋設（・タンク室内埋設　　・直埋設）
　　　　　　　　　　②形式　　　　　・二重殻タンク　　・一重殻タンク
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　③設置工事　　　・本工事　・別途工事　・その他（　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　④タンク室工事　・本工事　・別途工事　・既設利用　・その他（　　　）
(７)給油ボックス　１）材質　　　　　・ステンレス製　・鋼製　・その他（　　　　 　　　 ）
　　　　　　　　　２）油量指示計　　・有　　・無
(８)燃料移送　　　１）電動ポンプ　　・歯車ポンプ　　・油中ポンプ
　　ポンプ　　　　２）手動ポンプ（ウイングポンプ）　　・有　　・無
　　　　　　　　　３）電動ポンプ水没防止カバー　　　　・有　　・無
(９)基礎　　　　　・本工事（・２１N/㎜2 　　・１８N/㎜2） 　・別途工事　　・既設利用
　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　）

11．その他　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）の仕様詳細は別図による。
　　発電設備

【通信･情報設備】

12．構内情報　　　・仕様詳細は別図による。
　　通信網設備

13．構内交換設備
(１)機器　　　　　・交換装置　　・電話機　　・端子盤類　　・アウトレット
　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(２)交換装置　　　１）種別　・構内交換装置（・デジタルPBX　・IP-PBX　・VoIPサーバ）
　　　　　　　　　　　　　　・ボタン電話装置
　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　２）局線応答方式　　・局線中継台　　・分散中継台　　・ダイヤルイン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ダイレクトインダイヤル　・ダイレクトインライン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　３）保安用接地　　　・本工事　　・別途工事　　・既設利用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　４）本配電盤(MDF) 　・自立ﾌﾚｰﾑ（・片面形　・両面形）　・交換機一体型
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・壁掛型　・その他（　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　５）電源装置　　①形式　・別置型　・一体形　・その他（　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　②停電補償時間　　・３０分以上　・（　　　　　）以上
(３)電話機　　　　・一般電話機　　・多機能電話機　　・ＩＰ電話機
　　　　　　　　　・ﾃﾞｼﾞﾀﾙｺｰﾄﾞﾚｽ電話機（PHS方式） 　　・IPｺｰﾄﾞﾚｽ電話機（無線LAN方式）
　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(４)端子盤類　　　１）端子盤　　・中継端子盤（ＩＤＦ）　　・室内端子盤
　　　　　　　　　２）中継端子盤には実装数の２０％以上、室内端子盤には１０Ｐ以上の接続
　　　　　　　　　　端子板スペースを見込む。
(５)アウトレット　・ローテンションアウトレット（・固定型　・上下動型（アップ式を含む））
　　　　　　　　　・壁コンセント　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

14．情報表示設備
(１)設備　　　　　・ﾏﾙﾁｻｲﾝ装置　・出退表示装置　・時刻表示装置　・警報等表示装置
(２)ﾏﾙﾁｻｲﾝ装置　　　仕様詳細は別図による。
(３)出退表示装置　　仕様詳細は別図による。
(４)時刻表示装置　　仕様詳細は別図による。
(５)警報等表示　　１）機器　　　・表示盤　　・検出装置　　・その他（　　　　　　　　　）
　　装置　　　　　２）表示盤　　①表示方式　・表示窓式　　・その他（　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　②施工　　　・本工事　・別途工事　・既設利用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　３）検出装置　①検出方式　・電極　・無電圧接点　・その他（　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　②施工　　　・本工事　・別途工事　・既設利用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　４）図面に特記明示がない場合、検出装置への接続は本工事とする。

15．映像音響設備　・仕様詳細は別図による。

　　(１)表示

　　　　①　ケーブルがスラブを貫通する部分
　　　　②　ケーブル分岐部分
　　　　③　変電所内のケーブル引出し部分
　　　　④　盤内及び接地端子箱の外部配線引込み部分

●

● ●

 ３．機器仕様
 　　下記の該当する項目を適用する。また、選択する事項は、●印のついたものを適用する。
 　　なお、詳細については図面による。

【電力設備】

１．電灯設備

　　取り合い

(３)一般照明器具　１）形式　　・公共型　　　　・一般型
　　　　　　　　　２）灯具　　・ＬＥＤ灯　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　３）用途　　・屋内用　　　　・屋外用　　　・防災用
　　　　　　　　　４）環境　　・普通地域　　　・塩害地域
　　　　　　　　　５）照明器具は、認証書又は認定書、試験成績書を提出すること。
(４)照明制御器　　１）センサ類　・明るさセンサ　・人感センサ　・タイマ　・調光スイッチ
　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　２）調光方式　・連続調光　・段階調光　・ＯＮ／ＯＦＦ制御
　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　３）制御方式　・有線　・無線通信
(５)外灯　　　　　１）照明用ポール
　　(単独設置)　　　①材質　　・アルミニウム製　　・鋼製　　・溶融亜鉛メッキ
　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　②配線用遮断器又はカットアウトスイッチ内蔵型とする。
　　　　　　　　　２）基礎　　・本工事　　・別途工事　　・既設利用　　・その他（　　　）
　　　　　　　　　３）灯具　　・ＬＥＤ灯　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　４）電源　　・商用電源(60Hz)（・200V　　・100V）　　・その他（　　　）
　　　　　　　　　５）制御　　・ＥＥスイッチ　　・タイマ　　・その他（　　　　　　　　）
　　　　　　　　　６）接地　　・単独接地（・本工事　・別途工事　・既設利用）　・共用
　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(６)コンセント等　・一般型　　・防水型
　　　　　　　　　・ﾊｲﾃﾝｼｮﾝｱｳﾄﾚｯﾄ （・固定型　・上下動型(アップ式を含む)）
(７)分電盤、　　　１）銘板には、公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）に定める事項に

　20．ケーブル及び配線

　　　　下記の箇所で、ケーブル等に行き先等表示札（ケーブル種別及びサイズ、行き先等を
　　　表示。）を取り付ける。

　　(２)ケーブル余長
　　　１）地中線式の場合、マンホール、ハンドホール内でケーブル余長を見込む箇所数
　　　　　　・２箇所　　・４箇所　　・（　　　　　）箇所
　　　２）架空線式の場合、電柱上でケーブル余長を見込む箇所数
　　　　　　・２箇所　　・４箇所　　・（　　　　　）箇所

　　(１)特殊コンセントはプラグ付とする。
　　(２)電源の種類により色を区別する。
　　(３)配線器具を取り付ける場所が金属の場合は、絶縁枠を使用する。
　　(４)プレートは、図面に特記なき場合、新金属製とする。
　　(５)カバープレートは、原則として新金属製とする。
　　　　なお、器具を実装しない位置ボックスには用途表示をすること。
　　(６)フロアプレートは、水平高低調整型（空転防止リング付）とする。

●

　21．配線器具の設置

　22．照明器具の設置

　　　　測定箇所　(　　　　　　　　　　)　　　　測定回数　前後各(　　　　) 回

　　(１)図面ホルダー内には、完成図及び回路の行き先がわかる図面を備える。また、既設分電
　　　盤・制御盤等を改造した場合は、図面を修正するものとする。

　　(１)保守点検、防火上有効な空間、維持管理の空間を考慮する。

＊＊＊＊ ＊

　23．照明改修の際の測定

　24．分電盤、制御盤、キュービクル等

　25．受変電設備、発電設備の設置場所

　　(１)フレキシブルジョイント取付位置は、施工前に所轄の消防署と十分に打合せを行う。
　　(２)配管の接続は、機器の取外し又は保守点検を考慮し施工する。

　　(１)放送区域の各部からスピーカまでの水平距離は１０ｍ以内とする。
　　(２)階段等にスピーカを設置する場合は、垂直距離１５ｍ以内とする。

　26．発電設備の燃料配管

　27．非常放送設備のスピーカ設置

　　(２)基礎の高さは周囲の状況を考慮する。
　　(３)電気室には水管、蒸気管、ガス管、ダクト等を通過させない。

　　(１)照明器具取付完了後、照度測定を行う。
　　(２)天井下地材より支持をする場合は、ワイヤ等により脱落防止の措置を行う。

　　　対象室の改修前後の照度等の測定を次のとおり行うこと。

●
　　(１)埋戻しの材料及び工法
　　　　　・Ｂ種　　( 材料：根切り土の中の良質土 / 工法：機器による締固め ）
　　　　　・その他　(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
　　　　ただし、配管周りの埋戻し材料は山砂とする。

　28．土工事

　　　　⑤　プルボックス内
　　　　⑥　屋外の共同溝等の直線部分は、５０ｍごと
　　　　⑦　屋外の地中管路より建物内への引込み部分
　　　　⑧　マンホール及びハンドホールごと

　　　等は総掘り、埋設管路等は布掘り、外灯基礎、電柱等はつぼ掘りとする。
　　(２)根切りの種類は、マンホール、ハンドホール、屋外受変電設備及び自家発電装置の基礎

　　(３)機械掘削は根切り底を乱さないようにする。

　　　下記の箇所に、地中配線路の表示杭を設置する。
　　　　①　建物への引込口及び送出口付近
　　　　②　マンホール・ハンドホール付近
　　　　③　地中線路の曲折箇所
　　　　④　直線部分では３０ｍ程度に１個（３０ｍに満たない部分はその間に１個）

　29．地中配線路の表示杭

　　制御盤等　　　　加えて、受注者名、施工者名を記載する。

　　　　　　　　　３）絶縁抵抗測定用接地端子は盤内の作業のしやすい場所に設ける。

　　　　　　　　　　容量は、系統に流れる短絡電流の値以上とする。
　　　　　　　　　４）配線用遮断器の定格電流は、予備を含めた負荷電流以上とし、定格遮断

　　　　　　　　　２）接地用端子又は接地線用銅帯は点検のしやすい場所に設ける。

●

２．動力設備
(１)既設との　　　・無し　　・盤改造　　・配線接続　　・その他（　　　　　　　　　　　）
　　取り合い
(２)機器類　　　　・分電盤、制御盤等　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(３)負荷設備　　　・給水　　・排水　　・消火　　・空調　　・換気　　・排煙　　・昇降機
　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(４)負荷設備への　　図面に特記明示がない場合、負荷設備への接続は本工事とする。
　　接続
(５)電動機等の　　・専用接地　　・金属管接地（７.５ｋＷ以下）
　　接地
(６)分電盤、　　　１）銘板には、公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）に定める事項に

　　　　　　　　　　容量は、系統に流れる短絡電流の値以上とする。

　　　　　　　　　２）接地用端子又は接地線用銅帯は点検のしやすい場所に設ける。
　　　　　　　　　３）絶縁抵抗測定用接地端子は盤内の作業のしやすい場所に設ける。
　　　　　　　　　４）配線用遮断器の定格電流は、予備を含めた負荷電流以上とし、定格遮断

　　　　　　　　　５）電流計は赤指針付（定格電流指示）とする。

３．雷保護設備
(１)避雷針　　　　１）受雷部　　　・突針　・棟上導体　・笠木等の別途施工物
　　　　　　　　　２）避雷導線　　・引下げ導線　・建築構造体利用
　　　　　　　　　３）接地極　　　・接地極埋設　・建築構造体利用　・測定用補助接地極
　　　　　　　　　４）接地抵抗の測定
　　　　　　　　　　　①測定方法　　・電位差計方式　・電圧降下法
　　　　　　　　　　　②測定回数　　・３回　・（　　　　　）回
　　　　　　　　　５）接地極埋設標を設置する。

(２)雷サージ保護　１）耐雷トランス　　・設置（・単相用　・動力用）　・設置しない
　　　　　　　　　２）ＳＰＤ　　・低圧用（・クラスⅠ　・クラスⅡ）
　　　　　　　　　　　　　　　　・通信用（・カテゴリＣ２　・カテゴリＤ１）
　　　　　　　　　３）ＳＰＤの性能仕様は別図による
(３)電源回路保護　１）低圧用ＳＰＤに使用する配線用遮断器は警報接点付とする。
　　　　　　　　　２）主幹機器の２次側に設ける場合の配線用遮断器は、定格遮断容量５ｋＡ
　　　　　　　　　　以上とする。
(４)通信回線保護　　電話回線、制御回線などの通信回線に侵入するおそれがある場所は、雷サー
　　　　　　　　　ジから機器を保護するため通信用ＳＰＤを設置する。

●
●
●

４．接地設備
(１)接地工事　　　１）種別　　・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種
　　　　　　　　　２）施工　　・各種単独　　・共用有り（　　　　　　　　　　　　　　　）
(２)接地抵抗測定　１）測定方法　　・電位差計方式　　・電圧降下法
　　　　　　　　　２）測定回数　　・３回　　・（　　　　　）回
(３)接地極埋設標　　接地には接地極埋設標を施工し、接地極の位置がわかるようにする。

　　制御盤等　　　　加えて、受注者名、施工者名を記載する。

【受変電設備】

５．受変電設備　　　高圧以外の受変電設備については、本項によらず別図による。
(１)既設との　　　・無し　・改造（機器取替、追加等を含む）　・増設　・配線接続
　　取り合い　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(２)機器類　　　　・盤類　・交流遮断器　・断路器　・避雷器　・負荷開閉器　・変圧器
　　　　　　　　　・進相コンデンサ　・直列リアクトル　・配線用遮断器　・電磁接触器
　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(３)盤類　　　　　１）形式　　・キュービクル式配電盤（JIS C 4620）
　　　　　　　　　　　　　　　・高圧スイッチギア（JEM 1425）（・CX　・CW　・PW　・MW）
　　　　　　　　　　　　　　　・開放形配電盤　・その他 (　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　２）中通路　・有　・無
　　　　　　　　　３）特記事項　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(４)交流遮断器　　真空遮断器（ＶＣＢ）
　　　　　　　　　　①操作方式　　　・手動ばね操作　・電動ばね操作　　　・電磁操作
　　　　　　　　　　②引外し方式　　・電流引外し　　・コンデンサ引外し　・直流電圧引外し
(５)断路器　　　　１）形式　　　　・３極単投　・単極単投（避雷器用に限る）
　　　　　　　　　２）操作方式　　・遠方手動操作　・フック棒操作（避雷器用に限る）
(６)負荷開閉器　　１）形式　　　・配電盤用　　・引込柱用　　・地中引込用
　　　　　　　　　２）配電盤用　　①操作方式　・フック棒操作　・遠方手動操作　・電動操作
　　　　　　　　　　　　　　　　　②限流ヒューズ　・有（ストライカ付き）　・無
　　　　　　　　　　　　　　　　　③引外し装置　　・ストライカ引外し　・電圧引外し　・無
　　　　　　　　　３）引込柱用　　①本体及び制御箱の材質　・ステンレス製　・鋼製
　　　　　　　　　　　　　　　　　②保護装置　過電流蓄勢トリップ付地絡方向継電器とし、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　制御電源用変圧器内蔵とする
　　　　　　　　　　　　　　　　　③避雷器　　・内蔵　・無
　　　　　　　　　４）地中引込用　　保護装置は、過電流蓄勢トリップ付地絡方向継電器とし、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　制御電源用変圧器内蔵とする
(７)変圧器　　　　１）形式　　　　・油入　　・モールド
　　　　　　　　　２）設置方式　　・屋外型　・屋内型
　　　　　　　　　３）ダイヤル温度計　　・有（・最大値指針 有　・最大値指針 無 ） ・無
　　　　　　　　　　　油入５００ｋＶＡ以上、モールド１５０ｋＶＡ以上の場合は必須とする
(８)進相ｺﾝﾃﾞﾝｻ　　１）絶縁方式　　・油入　　　・モールド　　　・ガス入
　　　　　　　　　２）その他　　　　①内部異常を検知して動作する保護接点を設けること
　　　　　　　　　　　　　　　　　　②放電装置を附属又は内蔵すること
(９)直列ﾘｱｸﾄﾙ 　　１）絶縁方式　　・油入　　　・モールド
（進相ｺﾝﾃﾞﾝｻ用）　２）容量　　　　・６％　　　・１３％
　　　　　　　　　３）その他　　　内部異常を検知して動作する警報接点を設けること
(10)キュービクル　１）銘板には、公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）に定める事項に
　　等　　　　　　　加えて、受注者名、施工者名を記載する。

(11)基礎　　　　　・本工事（・２１N/㎜2　　・１８N/㎜2）　　・別途工事　　・既設利用
　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(12)配線ピット　　１）施工　　・本工事　・別途工事　・既設利用　・その他（　　　　　　）
　　及び蓋　　　　２）ピット蓋の加工が必要な場合は、本工事にて行うこと。
(13)設置場所　　　・屋内　・屋外（・地上　・屋上）

　　　　　　　　　２）接地用端子又は接地線用銅帯は点検のしやすい場所に設ける。
　　　　　　　　　３）絶縁抵抗測定用接地端子は盤内の作業のしやすい場所に設ける。

【電力貯蔵設備】

６．直流電源設備
(１)用途　　　　　・非常用照明器具電源　・受電変設備制御電源　・その他（　　　　　　　）
(２)容量　　　　　（　　　　　）ｋＶＡ
(３)整流装置　　　１）出力電圧　　直流（・１２Ｖ　・２４Ｖ　・４８Ｖ　・(　　　)Ｖ）
　　　　　　　　　２）整流装置は、蓄電池を充電するための電流並びに監視及び制御等で消費
　　　　　　　　　　される電流を考慮して選定する。
(４)蓄電池　　　　１）種類　　・鉛蓄電池（・ＨＳ　・ＭＳＥ　・長寿命形ＭＳＥ）
　　　　　　　　　　　　　　　・アルカリ蓄電池（・ＡＨ　・ＡＭＨ）
　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　２）最低蓄電池温度　・５℃　・15℃　　・25℃　　・-5℃　・(　　　)℃

７．交流無停電
　　電源設備
(１)用途　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(２)容量　　　　　（　　　　　）ｋＶＡ
(３)給電方式　　　・常時インバータ給電方式　・ラインインタラクティブ方式
　　　　　　　　　・常時商用給電方式　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
(４)整流装置等　　　整流装置、インバーター装置は、接続する負荷の特性を配慮し選定する。
(５)蓄電池　　　　１）種類　　・鉛蓄電池（・ＨＳ　・ＭＳＥ　・長寿命形ＭＳＥ）
　　　　　　　　　　　　　　　・アルカリ蓄電池（・ＡＨ　・ＡＭＨ）
　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　２）最低蓄電池温度　・５℃　・15℃　　・25℃　　・-5℃　・(　　　)℃
(６)性能　　　　　　停電補償時間　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

８．電力平準化用　・仕様詳細は別図による。
　　蓄電設備

９．分散電源エネ　・仕様詳細は別図による。
　ルギーマネジメ
　ントシステム
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原図 Ａ２

(１)既設等との　　●・無し　・盤改造　・配線接続　・電源供給　・その他（　　　　　　　　）

(２)機器類　　　　●一般照明器具　●照明制御装置　●外灯（単独設置）　●コンセント等
　　　　　　　　　●分電盤、制御盤等　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 (仮称)津市津西会館別館電気設備工事
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【構内通信線路】

27．構内通信線路
(１)用途　　　　　・電話　・拡声　・時刻表示　・火災報知　・非常警報　・インターホン
　　　　　　　　　・テレビ共同受信　・防犯　・制御　・その他（　　　　　　　　　　　　）
(２)配線方式　　　・地中線式（・直埋　・管路）　・架空線式（・直接　・ちょう架線添架）
　　　　　　　　　・建築物等添架式（・露出配管　・隠蔽配管　・その他（　　　　　　　））
　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(３)建柱　　　　　１）施工　　　・本工事　・既設柱利用　・構内配電線柱に添架
　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　２）電柱　　　・コンクリート柱　・鋼管柱　・パンザマスト
　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　３）支持材　　・根かせ　・根はじき　・根巻き　・底板
　　　　　　　　　　　　　　　　・支線（保護ガード　・有　・無）
　　　　　　　　　４）装柱材料　・有　・無
　　　　　　　　　５）銘板　　　・有　・無
(４)ハンドホール　１）形式　　・ブロック式　・現場打ち
　　マンホール　　２）施工　　・本工事（・建築工事　・電気設備工事）　・別途工事
　　　　　　　　　　　　　　　・既設利用　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　３）ケーブル支持金物の取付　　・２箇所　・４箇所　・（　　　　）箇所
　　　　　　　　　４）重車両の通行
　　　　　　　　　　　・有（破壊荷重　200kN以上、衝撃係数　0.1(走行速度制限箇所)）・無
(５)鋳鉄蓋　　　　１）鋳鉄蓋の刻印は「弱電」又は「通信」とする。
　　　　　　　　　２）雨水の流れ込みを防ぐため防水パッキン付とする。
(６)地中ケーブル　１）種類　　・FEP　・GLT（PEライニング管）　・VE　・HIVE　・SGP
　　保護材料　　　　　　　　　・厚鋼電線管　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　２）標示杭埋設　　・コンクリート製　　・鉄製（アスファルト部分）
　　　　　　　　　３）埋設標識シート　　・２倍長　　・その他（　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　４）埋設標識シートの表記は弱電用であることがわかるものとする。

【その他】

28．消火器　　　　１）設置　　・本工事（・建築工事　・電気設備工事　・機械設備工事）
　　　　　　　　　　　　　　　・別途工事
　　　　　　　　　２）消火器　　　　　種別（　　　　　　　　　　）、数量（　　　　）本
　　　　　　　　　３）消火器収納箱　　材質（　　　　　　　　　　）、数量（　　　　）面

　５．使用資機材の適用規格
　　(１)以下に定めるとおりとする。なお、以下に定めのない資機材については、日本工業規格
　　　（ＪＩＳ規格）適合品の使用を原則とする。
　　　　●　電気用品安全法に定める特定電気用品又は特定電気用品以外の電気用品
　　　　　　・電気用品安全法適合品
　　　　●　耐熱・耐火電線、耐熱・耐火ケーブル
　　　　　　・消防庁の登録認定機関として消防庁告示に規定された耐火・耐熱電線及び耐火バ
　　　　　　　スダクトの適合性検査を行い合格したもの
　　　　　　・第三者認証機関として(一社)日本電線工業会規格（JCS規格）への適合性検査を行
　　　　　　　い合格したもの
　　　　●　非常用照明器具
　　　　　　・建築基準法に定める国土交通大臣認定品
　　　　　　・(一社)日本照明工業会の自主評定を受け、JIL5501適合マークが貼付されたもの
　　　　●　誘導灯
　　　　　　・登録認定機関（(一社)日本電気協会（JEA誘導灯認定委員会））の認定を受け、
　　　　　　　認定証票が貼付されたもの
　　　　●　制御盤
　　　　　　・(一社)日本配電制御システム工業会規格（JSIA規格）適合品
　　　　●　消防用加圧送水装置、不活性ガス消火設備及びハロゲン化物消火設備の制御盤、火
　　　　　災通報装置、総合操作盤等の認定対象品
　　　　　　・登録認定機関（(一財)日本消防設備安全センター（消防用設備等認定委員会））
　　　　　　　の認定を受け、認定証票が貼付されたもの
　　　　●　不活性ガス消火設備等の操作箱、新ガス系消火設備制御盤、緊急通報装置、非常通
　　　　　報装置等の性能評定対象品
　　　　　　・(一財)日本消防設備安全センターの性能評定を受け、評定証票が貼付されたもの
　　　　●　金属閉鎖形スイッチギア
　　　　　　・(一社)日本電機工業会規格（JEM規格）適合品
　　　　●　高圧機器（遮断器、限流ヒューズ、負荷開閉器、避雷器、断路器、特定機器以外の
　　　　　変圧器、計器用変成器、保護継電器）
　　　　　　・(一社)電気学会電気規格調査会規格（JEC規格）適合品
　　　　●　直流電源装置（防災電源用）
　　　　　　・登録認定機関（(一社)日本電気協会（JEA蓄電池設備認定委員会））の認定をう
　　　　　　　け、認定証票が貼付されたもの
　　　　●　交流無停電電源装置
　　　　　　・(一社)電気学会電気規格調査会規格（JEC規格）適合品
　　　　●　自家発電装置（防災電源用）
　　　　　　・登録認定機関（(一社)日本内燃力発電設備協会）の認定を受け、認定証票（長時
　　　　　　　間形）が貼付されたもの
　　　　●　自家発電装置（防災電源用でないもの）
　　　　　　・(一社)日本電機工業会規格（JEM規格）適合品
　　　　●　太陽電池モジュールの支持物
　　　　　　・電気設備の技術基準の解釈第４６条第２項又は第３項の規定に適合するもの
　　　　●　電話用設備（電話交換機、電話機等）
　　　　　　・登録認定機関（(一財)電気通信端末機器審査協会（JATE）等）の技術基準適合認
　　　　　　　定を受け、適合表示が貼付されたもの
　　　　●　非常用放送設備
　　　　　　・登録認定機関（日本消防検定協会）の認定を受け、認定証票が貼付されたもの
　　　　●　テレビ共同受信機器
　　　　　　・優良住宅部品（BL部品）の認定を受けたもので、BLマーク証紙が貼付されたもの
　　　　　　・(一社)電子情報技術産業協会スーパーハイビジョン受信マーク登録品の認定を受
　　　　　　　けたもので、SHマークが貼付されたもの
　　　　●　自動火災報知設備
　　　　　　・登録認定機関（日本消防検定協会）の認定を受け、認定証票が貼付されたもの
　　(２)特殊仕様の資機材を使用する場合は、仕様・性能等を証明する書類を監督員に提出し、
　　　かつ監督員の承諾が得られた場合に限り使用できるものとする。
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23．自動閉鎖設備
(１)機器　　　　　・連動制御器　　・感知器　・自動閉鎖装置　・自動開錠装置
　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(２)連動制御器　　１）制御対象　　・防火戸　・防火シャッター　・防排煙ダンパー　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　・非常口等の扉　・その他（　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　２）回線数　　　　（　　　　　）回線（遠方復帰機構（　　　　　）回路）
　　　　　　　　　３）設置　　　　・単独（・壁掛形　・自立形）　・火災受信機等との複合盤
(３)感知器　　　　１）型式　　　　・アドレス付　　・一般型
　　　　　　　　　２）種類　　　　煙感知器（・２種　　・３種）
　　　　　　　　　３）試験機能　　・自動試験機能　　・遠隔試験機能
　　　　　　　　　４）機器仕様　　・一般　・防水　・防爆　・防食　・その他（　　　　　）
(４)自動閉鎖装置　１）方式　　・電磁式　・ラッチ式　・その他（　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　２）施工　　・本工事（・建築工事　・電気設備工事）　・別途工事
　　　　　　　　　　　　　　　・既設利用　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(５)自動開錠装置　１）方式　　・電気錠　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　２）施工　　・本工事（・建築工事　・電気設備工事）　・別途工事
　　　　　　　　　　　　　　　・既設利用　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

24．非常警報設備
(１)設備　　　　　・非常放送装置　・非常ベル
(２)非常放送装置　１）消防法基準適合マーク品とする。
　　　　　　　　　２）機器　　・増幅器　　・スピーカ　　・非常用リモコンマイク
　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　３）増幅器

　　　　　　　　　　②出力インピーダンス　　・Lo形　　・Hi形
　　　　　　　　　　③形式　・ロングラック型　・スタンダードラック型　・壁掛型
　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　）
　　　　　　　　　　④機能　・マイク放送　・連動放送（・自火報設備　・緊急地震速報設備）
　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　⑤用途　・拡声設備兼用　　・非常放送専用
　　　　　　　　　４）スピーカ
　　　　　　　　　　①結線　　・１Ｗ　・３Ｗ　・（　　　　　）Ｗ
　　　　　　　　　　②インピーダンス　　・Lo形　・Hi形
　　　　　　　　　　③設置場所　　・屋内　　・屋外　・その他（　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　④用途　　　　・拡声設備兼用　・非常放送専用
　　　　　　　　　５）非常用リモコンマイク
　　　　　　　　　　　型式　　・壁掛形　・ラック収納形　・卓上形　・その他（　　　　　）
(３)非常ベル　　　１）機器　　・起動装置　・非常ベル　・表示灯　・その他（　　　　　　）
　(自動ｻｲﾚﾝを 　　２）設置　　・単独設置　・機器収容箱に組込
　 含む)　　　　　　　　　　　・消火栓ボックス（別途）に組込　・その他（　　　　　　　）

25．ガス漏れ火災
　　警報設備
(１)機器　　　　　・受信機　　・副受信機　・中継器　・検知器　・警報器
　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(２)受信機　　　　１）回線数　　（　　　　　）回線
　　　　　　　　　２）種類　　・都市ガス用　・液化石油ガス用
　　　　　　　　　３）設置　　・単独（・壁掛形　・自立形）　・火災受信機等との複合盤
　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(３)副受信機　　　　設置　　　・単独（・壁掛形　・自立形）　　・火災受信機等との複合盤
　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(４)検知器　　　　１）動作　　・単独（単独動作）　・連動（受信機に伝送）
　　　　　　　　　２）定格電圧　　・ＡＣ１００Ｖ　・ＤＣ２４Ｖ（受信機等から供給）
　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　３）ガス検知出力信号　　・有電圧出力方式　・無電圧接点方式

【中央監視　　　　・仕様詳細は別紙による。
　　　制御設備】

【医療関係設備】　・仕様詳細は別紙による。

【構内配電線路】

26．構内配電線路
(１)配線方式　　　・地中線式（・直埋　・管路）　・架空線式（・直接　・ちょう架線添架）
　　　　　　　　　・建築物等添架式（・露出配管　・隠蔽配管　・その他（　　　　　　　））
　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(２)建柱　　　　　１）施工　　　・本工事　・既設柱利用　・その他（　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　２）電柱　　　・コンクリート柱　・鋼管柱　・パンザマスト
　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　３）支持材　　・根かせ　・根はじき　・根巻き　・底板
　　　　　　　　　　　　　　　　・支線（保護ガード　・有　・無）
　　　　　　　　　４）装柱材料　・有（電力仕様）　・無
　　　　　　　　　５）銘板　　　・有　・無
(３)装柱機器　　　１）機器　　　　・開閉器　・避雷器　・カットアウト　・碍子
　　（高圧用）　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　２）耐環境性　　・一般用　・耐塩用
　　　　　　　　　３）開閉器　　　仕様は　５．受変電設備　(６)負荷開閉器　による。
(４)装柱機器　　　１）機器　　・開閉器　・開閉器箱　・避雷器　・カットアウト　・碍子
　　（低圧用）　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　２）耐環境性　　・一般用　　・耐塩用
(５)ハンドホール　１）形式　　・ブロック式　　・現場打ち
　　マンホール　　２）施工　　・本工事（・建築工事　・電気設備工事）　・別途工事
　　　　　　　　　　　　　　　・既設利用　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　３）ケーブル支持金物の取付　　・２箇所　・４箇所　・（　　　　）箇所
　　　　　　　　　４）重車両の通行
　　　　　　　　　　　・有（破壊荷重　200kN以上、衝撃係数　0.1(走行速度制限箇所)）・無
(６)鋳鉄蓋　　　　１）鋳鉄蓋の刻印は「強電」、「電力」又は「高圧」とする。
　　　　　　　　　２）雨水の流れ込みを防ぐため防水パッキン付とする。
(７)地中ケーブル　１）種類　　・FEP　・GLT（PEライニング管）　・VE　・HIVE　・SGP
　　保護材料　　　　　　　　　・厚鋼電線管　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　２）標示杭埋設　　・コンクリート製　　・鉄製（アスファルト部分）
　　　　　　　　　３）埋設標識シート　　・２倍長　　・その他（　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　４）埋設標識シートの表記は電力用であることがわかるものとする。
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16．拡声設備　
(１)機器　　　　　・増幅器　・付属機器　・操作装置　・スピーカ　・その他（　　　　　　）
(２)増幅器　　　　・非常放送兼用（仕様は非常放送装置を参照）
　　　　　　　　　・専用　　出力　（　　　　　）Ｗ
　　　　　　　　　　　　　　出力インピーダンス　　・Lo形　　・Hi形
(３)付属機器　　　・オーディオミキサー　　・リモコンマイク　　・電源制御器
　　　　　　　　　・録音再生装置（・ＣＤ　・メモリオーディオ　・その他（　　　　　　））
　　　　　　　　　・アナウンスレコーダ（・チャイム　・独自メッセージ　・プログラムタイマ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　））
　　　　　　　　　・有線マイクロホン
　　　　　　　　　・無線マイクロホン（・電波式（・アナログ　・デジタル）　・赤外線式）
　　　　　　　　　・ラジオチューナー（・ＦＭ　　・ＡＭ　　・その他（　　　　　　　　））
　　　　　　　　　・スピーカ切替装置　　・その他の機器（　　　　　　　　　　　　　　　）
(４)操作装置　　　・卓型　・キャビネットラック型　・壁掛型　・その他（　　　　　　　　）
(５)スピーカ　　　・非常放送兼用（仕様は非常放送装置を参照）
　　　　　　　　　・専用　　結線　　・１Ｗ　・３Ｗ　・（　　　　　）Ｗ
　　　　　　　　　　　　　　インピーダンス　　・Lo形　・Hi形
　　　　　　　　　　　　　　設置場所　　・屋内　・屋外　・その他（　　　　　　　　　　）

17．誘導支援設備
(１)設備　　　　　・音声誘導装置　　・インターホン　・トイレ等呼出装置
(２)音声誘導装置　１）検出方式　　・磁気式　・無線式　・画像認識式　・その他（　　　　）
　　　　　　　　　２）設置場所　　・屋外（防雨形）　　・屋内
　　　　　　　　　３）機能　　・自動火災報知設備より火災報知信号を受信した場合停止する
　　　　　　　　　　　　　　　・タイムスケジュールにより停止及び開始を可能とする
　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　４）機器　　・制御装置　・送信機　・受信機　・その他（　　　　　　　）
　　　　　　　　　５）制御装置　・壁掛型　・卓上形　・複合盤組込　・その他（　　　　　）
　　　　　　　　　６）送信機　　・壁掛形　・卓上形　・埋込形　・その他（　　　　　　　）
　　　　　　　　　７）受信機　　・スピーカ式　・イヤホン式　・その他（　　　　　　　　）
(３)インターホン　１）用途　・内部受付用　・外部受付用　・夜間訪問用　・身体障害者用
　　　　　　　　　　　　　　・保守用　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　２）機能　・音声通話　・映像モニタ
　　　　　　　　　３）通話網　　・親子式　　・相互式　　・複合式
　　　　　　　　　４）通話方式　・同時通話式　・交互通話式　・その他（　　　　　　　　）
　　　　　　　　　５）機器　　　・親機　　・子機　　・その他（　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　６）親機
　　　　　　　　　　①形状　　　・壁掛型　・卓上形　・複合盤組込　・その他（　　　　　）
　　　　　　　　　　②送受話器　・電話機形　・マイク形　・その他（　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　７）子機
　　　　　　　　　　①形状　　・壁掛形　・卓上形　・埋込形　・その他（　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　②送受話器　　・電話機形　・マイク形　・その他（　　　　　　　　　）
(４)トイレ等　　　１）用途　　・トイレ呼出　　・受付呼出　　・非常通報
　　呼出装置　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　２）機器　　・親機　・呼出スイッチ　・警報装置　・その他（　　　　　）
　　　　　　　　　３）親機　　・壁掛型　・卓上型　・複合盤組込　・その他（　　　　　　）
　　　　　　　　　４）呼出スイッチ　　・押ボタン式　・引紐式　・その他（　　　　　　　）
　　　　　　　　　５）警報装置　　・光　・音声　・ブザー　・ベル　・その他（　　　　　）

18．テレビ共同
　　受信設備
(１)受信放送　　　・UHF 　・BS　・CS　・FM　・CATV　・その他（　　　　　　　　　　　　）
(２)機器　　　　　・増幅器　・混合器　・分波器　・分岐器　・分配器　・機器収容箱
　　　　　　　　　・アンテナ　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(３)アンテナ　　　１）放送　　・UHF 　・BS　・CS　・FM　・その他（　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　２）マスト　・地上波用（・壁面取付　・自立　・既設利用）
　　　　　　　　　　　　　　　・衛星用　（・壁面取付　・自立　・既設利用）
　　　　　　　　　　　　　　　・その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　３）自立用基礎　　・本工事　　・別途工事　　・既設利用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

19．監視ｶﾒﾗ設備 　・仕様詳細は別図による。

20．駐車場　　　　・仕様詳細は別図による。
　　管制設備

21．防犯・入退室　・仕様詳細は別図による。
　　管理設備

22．自動火災
　　報知設備
(１)機器　　　　　・受信機　・副受信機（表示装置）　・中継器　・発信機　・感知器
　　　　　　　　　・光警報装置　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(２)受信機　　　　１）型式　　　　・Ｐ型１級　　・Ｐ型２級　　・Ｒ型
　　　　　　　　　２）回線数　　　・（　　　　　）回線　　　　・（　　　　　）アドレス
　　　　　　　　　３）試験機能　　・自動試験機能　　・遠隔試験機能
　　　　　　　　　４）盤形式　　　・複合盤組込　　　・自立型　　　・壁掛型
　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(３)副受信機　　　１）盤形式　　　・自立型　　・壁掛型　　・その他（　　　　　　　　　）
　（表示装置）　　２）回線数　　　・（　　　　　）回線　　　　・（　　　　　）アドレス
　　　　　　　　　３）表示装置の仕様詳細は別図による。
(４)中継器　　　　　試験機能　　・自動試験機能　　・遠隔試験機能
(５)発信機　　　　１）型式　　・アドレス付　　・Ｐ型１級　　・Ｐ型２級
　　　　　　　　　２）消火栓ポンプ起動　　特記なき場合は、発信機連動方式とし、発信機表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　面に「消火栓起動」等の文字を併記する。
　　　　　　　　　３）設置　　・単独設置　　・機器収容箱に組込
　　　　　　　　　　　　　　　・消火栓ボックス（別途）に組込　・その他（　　　　　　　）
(６)感知器　　　　１）型式　　・アドレス付　　・一般型
　　　　　　　　　２）種類　　・熱感知器　　・空気管式　　・煙感知器　　・炎感知器
　　　　　　　　　３）試験機能　　・自動試験機能　・遠隔試験機能
　　　　　　　　　４）機器仕様　　・一般　・防水　・防爆　・防食　・その他（　　　　　）
(７)光警報装置　　１）機器　　・警報装置　　・制御装置　　・同期装置
　　　　　　　　　２）警報装置　　・天井付　　・壁付
　　　　　　　　　３）同期装置　　・自走同期式　　・外部同期式
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 (仮称)津市津西会館別館電気設備工事

施工方法及び検査に関する事項

※　工事契約後、速やかに調査及び施工計画書等を作成し、現場着手

　までに市監督員の承諾を得ること。

※　工事中の安全計画・消防計画等は、市監督員と十分協議し災害防

　止に努めること。

※　本工事における諸官庁への届出、手続き及び書類等は、速やかに

　提出し工事の遂行に影響の無いよう努めること。

※　工事車両の出入りについては、安全確保に十分配慮すること。

※　工事車両及び工事関係車両は、周辺道路に駐車しないこと。

※　大型車両通行時には誘導員を配置し、通行人及び敷地周辺の安全

　に十分配慮すること。

※　工事期間中、近隣関係者等へ危害を与えないよう注意し、かつ周

　ること。

※　場外退出時、車両足廻りの洗浄等を行い、汚損等しないようにす

※　設計図書に明記なくとも機能上及び構造上当然必要と認められる

　もの並びに、取り合いのはつり補修復旧は本工事に含む。なお内訳

　書の数量は参考とし、当図面を優先する。

※　高所等の施工箇所で完成検査時に確認が困難な工事については、

　足場解体前に市検査課による随時検査（書類を含む）を受けること。

　また、当該検査の合格をもって足場解体を行うこと。

※　工事着手前には、現況把握のために、破損箇所等があれば、市監

　受注者の責任において速やかに原状復旧するとともに市監督員に報

　告書を提出すること。

　督員立合いのもと写真に記録しておくこと。

※　本工事期間の敷地内において、外構工事（土木工事）が別途行われ

※　工事期間中、工事に起因し、既存物に破損等を与えた場合は、

※　特定作業に伴って発生する騒音は、低振動(全工事共通)・低騒音

　に努め騒音規制法に基づき関係機関への届出・打合せの上、作業に

　着手する事とし又、周辺住民からの苦情があった時は、工事を一時

　中断し、誠意をもって地元調整を行い、工事の再開は市監督員の承

　認を得てから行うこと。

　辺道路等に資材を落下させたり、ほこり等を飛散させないよう万全

　の注意を払うこと。

　るためお互いの工事遂行に影響がないように受注者と協力し、調整を

　行うこと。（外構工事着手予定：令和４年１月中旬）



共同1棟可

清掃・片付け

工事

共同1棟可

養生

総
合
仮
設
工
事

直
接
仮
設
工
事

同備品

現場事務所
下小屋
倉庫

仮設便所

仮囲い

安全費

機械器具損料

揚重機費

各種試験費

片付・清掃及び

発生材等の処理

周辺道路清掃

仮設足場

　

補強

切込

補強

切込

電力

用水

ルーフファン

配電盤･制御盤等の基礎(屋内外）

同上　穴あけに伴う補強

換気扇（取付枠共）

流し台・吊戸棚・IHｺﾝﾛ・ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞ

点検口
天井･壁･床及びパイプシャフトなどの

同上　天井穴あけ部の下地補強

設備機器･ダクト類の化粧囲い

同上　穴あけに伴う補強

などの穴あけ
大理石･テラゾー･ALC･PC･RC版･鋼板
二重壁内の湧水処理費
二重スラブ内の水及び空気の漏通管

屋外配管用スタンション

マンホール･ハンドホールなどの化粧蓋
屋内外ピット･トレンチ及びそれらの蓋

配管・ダクトなどの貫通部防水仕舞

コンクリート立上げ
設備工事に伴う防水貫通用屋上スラブ

乾式壁に取付ける器具の下地補強

プルボックス

端子盤

埋込分電盤

壁ボード類の切込

軽量鉄骨下地天井、

機械搬入に伴う開口･閉塞及び補強

機器取付用ｱﾝｶｰ・架台

及び補強
鉄骨造の設備工事に関するスリーブ

同上鉄筋補強

するスリーブ及び箱入れ、穴埋め
鉄筋コンクリート造の設備工事に関

機械基礎及びその仕上

ユニットシステム(バス･トイレ･キッチ
ン)への配管･配線及び接続
保守用キャットウォーク･タラップ手摺
(設備機器に装着するものを除く）

配線
小便器用節水装置の制御盤以降の配管
ンバに至る配管･配線
煙感知機から連動制御盤を経て防煙ダ

避難器具

オイルトラップ

タラップ
同上内部仕上･マンホール及び
躯体･断熱及び防水工事
受水槽･その他の水槽等のコンクリート

枡及び枡蓋
雨水排水竪樋の桝までの横引き
雨水排水竪樋
排水溝(浴室･洗車場)

雨水配管の防露工事

ピット･トレンチ内の排水設備工事

を除く)
陶製以外の流し類(業務用等の厨房流し
排水設備工事
浴室及び便所の排水目皿及び

同上　附属金物及び接続工事

浴槽

ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ・ﾍﾞﾝﾄｷｬｯﾌﾟ

ガラリ類(ガラリ取付け本枠等も含む）

寸法の場合)
鏡(衛生工事に関連しない場合･特殊

建物外内壁･ドア･窓枠に取付ける

洗面ｶｳﾝﾀｰ

消火器

衛生器具ﾕﾆｯﾄ

エレベーター機械室の天井フック取付
･床穴あけ及び床増内コンクリート

吊ボルト用インサート

別途機器などへの接続
(直接に接続するもの)
付属の制御盤以降の配管･配線
(接地等)
付属の制御盤への電源供給及び操作
回路の渡り配管･配線
エアコンのリモコン配管、配線
制御配線
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8
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19

20

21

22

23

24

25

26

№

27

各設備業者に対して
無償にて使用させる
こと。

統括安全衛生管理は、

建築受注者とする。

工　事　区　分総合仮設・直接仮設　工事区分

工事区分
工　　種 項　　目 項　目 建築 電気 機械 項　目 建築 電気 機械

建築 電気 機械

仮設建物

工事施設

現場安全

機械器具

その他

片付清掃

吹出口･吸込口･照明器具･スピーカ
･換気扇等の穴あけ

52

監督員事務所

内田構造建築工房
三重県知事登録　 第１ －１ ５ ２ ２ 号

大臣登録番号　 一級　 №215989

一級建築士　 内田　 浩司

年月日

縮　尺 図 面 名

工事名称 図面番号

〒514-1107　 三重県 津市 久居中町818　 Tel  059( 256) 2303/Fax 059( 254) 0085 A 2 N / S

Ｅ-０４
工 事 区 分 表

原図 Ａ２

 (仮称)津市津西会館別館電気設備工事
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E22°(HIVE28)

S-1

Ｄ 1

2
,
0
0
0

Ｃ

3
,
0
0
0

1
0
,
7
0
0

7
,
7
0
0

Ａ

7,000 5,0007,000 3,0003,000 3,5002,500

31,000

１ ２ ３ ４ ５ ６

H

2

EM-EEF2.0-3C L-1ヘ

Ａ 街路灯　EM-CE3.5°-3C（FEP30）

中電柱
EM-CE3.5°-3C（FEP30）

I

I
ＡＡ

I

EM-CE3.5°-3C（FEP30）

T-1EM-EEF2.0-3C
12

電灯 EM-CET38°E8°
L-1

CET38°E14 Ａ標

11

CE3.5°-4C
ＳG

H

管理室

女子便所 男子便所

多目的便所

用具入

倉庫３

ｽﾛｰﾌﾟ

ﾎﾟｰﾁ玄関

倉庫２

研修室２

研修室３

廊下

研修室１

湯沸室

14カ
02サ

15イ
02サ

15ア
02サ

13.27

15ウ
02サ

252
02サ

253
02サ

倉庫１

内田構造建築工房
三重県知事登録　 第１ －１ ５ ２ ２ 号

大臣登録番号　 一級　 №215989

一級建築士　 内田　 浩司

年月日

縮　尺 図 面 名

工事名称 図面番号

〒514-1107　 三重県 津市 久居中町818　 Tel  059( 256) 2303/Fax 059( 254) 0085 A2　1/200
原図 A2

 (仮称)津市津西会館別館電気設備工事
Ｅ-０５

工事場所

付近見取図

三重県立津商業高等学校

津市観音寺保育園

K

P-1

標標

駐輪場
駐輪場

1
2
,
7
0
0

Ｂ

付近見取図・配置図

C-(PF28)×3
防雨入線カバー取付

I
電力引込口

電灯　EM-CET38°(軒裏ころがし)　立上り露出部(HIVE54)
動力　EM-CET38°(軒裏ころがし)　立上り露出部(HIVE54)

Ａ

電灯分電盤

記  号

凡例表

名　　　称

引込盤

端子盤

動力分電盤

PB200×200×200 SUS WP

Ｓ 手元開閉器盤

2

1

標 ：

埋設標識シート敷設

埋設配管　GL-600

埋設標識杭(コンクリート製)

掘方埋戻範囲

PB350×350×400 SUS WP

※壁内立上げ部分は、PF管にて保護すること。

ED Ｄ種接地工事　接地埋設標共

10
0 砕石

RC-40

ＧＬ▽

ポール

500

9
0
0

ＧＬ▽

ポール

5
0
0

10
0

400

砕石
RC-40

標
ED

街路灯(Ｇ、Ｈ)ポール基礎(参考図) ポールライト(Ｉ)ポール基礎(参考図)

HH(土木別途工事)

Ａ（配管工事は、土木別途工事）

Ａ（配管工事は、土木別途工事）



器具光束225lm、消費電力6.1W、電圧100V

3φ 3W210V

消費電力

低温暖房冷房 暖房

Ｐ-1(屋外壁掛型　ＳＵＳＷＰ）

L-1 屋内露出型(上部配線ダクト付） 照明器具姿図

A-322

A-321

LEDベースライト　

LEDベースライト　

LEDダウンライト

LEDダウンライト

LEDダウンライト

B

C

D

E ＬＥＤポーチライト　４０形電球１灯器具相当F

G H

I

ＬＥＤ街路灯　 ＬＥＤ街路灯　

J

X

X

X

ELCB3P50/30A

X P-2へ

X

3φ3W210V

MCCB3P

W HM

P-1

X

1φ3W210/105V

WH M

L-1

MCCB3P

1.05kW 1.17kW 2.03kW

3φ3W210V

X

消費電力

低温暖房暖房冷房

光ケーブル成端用取付けスペース

電話用端子１０Ｐ

Ｔ－１(屋内壁掛型）

管理室 1.05kW 1.17kWELCB3P50/15A 2.03kW

X

ホール ELCB3P50/30A

研修室3

研修室1

研修室2

ELCB3P50/40A

ELCB3P50/40A

6.49kW 5.75kW 8.53kW

2.32kW 2.45kW 5.13kW

6.49kW 5.75kW 8.53kW

ＬＥＤブラケット

LSS9-4-65  43.1W

LSS9-4-30  20.6W

LRS1-13  12.4W

LRS1-22  19.3W

LRS1RP-13  12.4W

MCCB3P50/15A

5

XX

X X

X X

X X

X X

X X

X X

X X

X X

1

3

2

4

6

7 8

109

11

13

15

17

12

14

16

18

X X19 20

X MCCB3P

R×3

研修室２照明

湯沸室IHコンセント湯沸室･倉庫２ｺﾝｾﾝﾄ

研修室３コンセント研修室２コンセント

研修室１コンセント

研修室１コンセント管理室･倉庫３ｺﾝｾﾝﾄ

XX

X X

A B

C D

自動火災報知設備 非常放送アンプ200 180

誘導灯信号装置300 誘導灯 30

X X

X X

X X

X X

X X

X X

X X21

23

25

27

29

31

33

22

24

26

28

30

32

34

ホール･廊下コンセント

男子便所コンセント

女子便所コンセント 多目的便所コンセント

多目的便所コンセント 屋外東コンセント

屋外北コンセント

研修室１電源ｶｯﾄﾘﾚｰ200

400

911

800

635

100

400

800

400

500

1245

100

1φ3W210/105V

CET38°E14°

CE3.5°-4C

CET38° CET38°

CET38°E8°

ＬＥＤ赤色灯

4000 20A

100/100A

100/100A100/100A

R×5

女子便所コンセント

湯沸室電気温水器ｺﾝｾﾝﾄ

778

600

400

815

1500

4.27kW 4.13kW 6.50kW

20.62kW 19.25kW 30.72kW

6分配器×1

AC100Vコンセント×1

K

ＬＥＤポールライト

ＬＥＤ投光器

消費電力2.5W、電圧100V
防雨型

参考品番　LGW80364LE1参考品番　NNF20242C

参考品番　NNY20230KLE1
光束705lm、消費電力6.9W、電圧100V

参考品番　XY2967
光束813lm、消費電力14.3W

内田構造建築工房
三重県知事登録　 第１ －１ ５ ２ ２ 号

大臣登録番号　 一級　 №215989

一級建築士　 内田　 浩司

年月日

縮　尺 図 面 名

工事名称 図面番号

〒514-1107　 三重県 津市 久居中町818　 Tel  059( 256) 2303/Fax 059( 254) 0085 A 2

Ｅ-０６

N / S 分 電 盤 結 線 図 ・ 照 明 器 具 姿 図
原図 Ａ２

No 100V回路

No 200V回路

管理室・倉庫３

便所　照明

研修室３・湯沸室

倉庫２　照明
研修室１･倉庫１照明 R×5702

非常照明 端子盤

赤色灯
TM連動
1回路

街路灯
1回路

TM連動

出入口･通路照明
TM連動

1回路

TM連動

1回路
南外壁照明

33

100

3

165

4

500自動ドア

予 備

予 備 予 備

予 備

646

605

395 R×6玄関･ホール･廊下
ポーチ照明

予 備

MCCB2P20A(100V) 　　×　4

ELCB2P20A(200V) 　　×  1

ELCB2P20A(100V) 　　× 33

フルリモコンリレー　× 19

24Hタイマー×1(AS連動)×4(⑨から⑫回路)

Ｓ-1（屋外壁掛型・ＳＵＳ　ＷＰ）

拡散タイプ、防雨型、ツマミネジ方式

ACP-3

ACP-2

ACP-4

ACP-4

ACP-1

手元開閉器盤(屋外壁掛型　ＳＵＳＷＰ）

光束9500lm、消費電力91.2W
参考品番　NNY24920LE9

91

光束5500lm、消費電力59.6W
ｺﾝﾊﾟｸﾄ形蛍光灯FHT57形×2相当

ﾓｰﾙﾗｲﾄ参考品番　XY5851KLE9
ﾓｰﾙﾗｲﾄﾎﾟｰﾙ参考品番 　YD3509HNZ

光束2750lm、消費電力29.8W
ｺﾝﾊﾟｸﾄ形蛍光灯FHT57形相当

ﾓｰﾙﾗｲﾄ参考品番　XY5756KLE9
ﾓｰﾙﾗｲﾄﾎﾟｰﾙ参考品番 　XD3509HNZ

 (仮称)津市津西会館別館電気設備工事



埋込コンセント(新金属プレート共)ET

埋込コンセント(新金属プレート共)

2P15A×2E+ET

埋込コンセント(新金属プレート共)

2P15A×2+ET2ET

EWP

EET 2P15A×1E+ET

埋込スイッチ(ガードプレート共)

電灯分電盤

天井コンセント(抜止形) 2P15A×1

動力分電盤

LK

カバー付防水コンセント(簡易鍵付)

1P15A×1

廊下

ホール

研修室１ 研修室２ 研修室３

倉庫１

倉庫２

ﾎﾟｰﾁ玄関

用具入

男子便所

管理室

ｽﾛｰﾌﾟ

31,000

26,000

7,000 2,500 2,500 2,500 6,000 3,500

2,000

31,000

7,500 6,000 3,500

2,500 5,000 3,000 3,000

2,100 1,800 2,100

7,000 7,000

14,000

1
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0
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,
8
0
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2
,
0
0
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3
,
0
0
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,
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0
0

3
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8
0
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1
,
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0
0

湯沸室

5,000

1
2
,
7
0
0

1
0
,
7
0
0

2
,
0
0
0

7
,
7
0
0

女子便所

多目的便所

N CAMP

T-1

非常放送アンプ
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大臣登録番号　 一級　 №215989

一級建築士　 内田　 浩司

年月日
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Ｅ-０７

原図 Ａ２

倉庫３

B8

記  号

凡例表

名　　　称

埋込コンセント(新金属プレート共)

埋込コンセント(新金属プレート共)

備　　考

2P15A×1

2P15A×2 EM-EEF 2.0-2C

EM-EEF 2.0-3C

EM-EEF 1.6-2C

記入なき配線は下記による

2

壁内配線はPF管にて保護のこと。

　（ビニル被覆・防水）を使用すること。

※ 盤・機器等への接続は、金属製可とう電線管

EWP

EWP

2 2

2

LK

22 2

2 2

L-12

2ET2 ET

2 2 2

2

2

自動ドア

2
2

2

2 2

2

ｶﾊﾞｰ付

EET

EET

EET

EET EET
EET

EET

EET

EET

EET

EET

EET

EET

EET

ﾘﾓｺﾝ用

電動ｽｸﾘｰﾝ用

電気温水器用

P-1

Ｓ

1

露出配管

2

2

17
19

20

30

27

26

23

25

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ用

冷蔵庫用H=1800

電気温水器100V

IH200V-20A

露出配管

2

2

3

3

EET
EET

22

18
24

21

28

14

M

2 2 2

EETEET

2

15

13
H=1300

3
,
0
0
0

Ｄ

Ｃ

Ａ

１ ２ ３ ４ ５ ６

Ｄ

Ｂ

Ａ

１ ２ ３ ４ ５ ６

7,000

C

電源ｶｯﾄﾘﾚｰ

16

ACP-2 CE3.5°-4C (HI28)

ACP-3 CE8°-3C E5.5°(HI28)

ACP-3 CE8°-3C E5.5°(HI28)

ACP-2 CE3.5°-4C (HI28)

ACP

ACP

ACP

ACP ACP ACP-1 CE3.5°-4C (HI28)

 (仮称)津市津西会館別館電気設備工事

EET

2P20A×1+ET

29



19L

記  号

凡例表

名　　　称

照明器具　埋込用　LED

照明器具　天井付　LED

照明器具　壁付け　LED

照明器具　ブラケット　LED
EM-EEF 1.6-3C＋2C

EM-EEF 1.6-3C

EM-EEF 1.6-2C

記入なき配線は下記による

操作ユニット　　ＷＴＣ５８２２Ｗ　　　　相当品

S

S

熱線センサー（親器）　ＷＴＫ２４８１８　相当品

熱線センサー（子器）　ＷＴＫ２９１０Ｋ　相当品

熱線センサー（親器）　ＷＴＫ２６０４　　相当品

SL

S
N 熱線センサー（子器）　ＷＴＫ２９３１８  相当品

EM-EEF 1.6-2C×2

内田構造建築工房
三重県知事登録　 第１ －１ ５ ２ ２ 号

大臣登録番号　 一級　 №215989

一級建築士　 内田　 浩司

年月日

縮　尺 図 面 名

工事名称 図面番号

〒514-1107　 三重県 津市 久居中町818　 Tel  059( 256) 2303/Fax 059( 254) 0085 A2 1/100 電灯設備  平面図

Ｅ-０８

原図 Ａ２

31,000

7,500 6,000 3,500

2,500 5,000 3,000 3,000

2,100 1,800 2,100

7,000 7,000

14,000

１ ２ ３ ４ ５ ６

H=1800
A322×15

A321×2

A321×3

24H

A322×4

R1

R1R1R2 R2

R2 R2

R3

R3

R3

R3

R5 R4 R5 R5R4 R4

R1

R3

H=1800

S

S S

S

S
S

SLSL

H=1800

F

D×3

C×4C×6

B×5

A321

B×7

B
B×10 B×11

R2

A322×15

3L

R9

F

J×3

10

9

A

E

5L 5L

N N

A322×8

(R6～R8)

R6R7

R12

(R9～R13)

R14R16

(R14～R18) 5

R19

R19

R19

9

1
2.0

B×2
S

4

R17R18

R15

6

SL

6
6

R8

EM-EEF2.0-2C×4

R10R11

R13

EM-EEF2.0-2C×2+2.0-3C

3

3

3

EM-EEF2.0-3C×2

R5

R2
2

A321

2

研修室３

31,000

26,000

7,000 2,500 2,500 2,500 6,000 3,500

2,000

1
2
,
7
0
0

5
,
9
0
0

6
,
8
0
0

4
,
8
0
0

2
,
0
0
0

3
,
0
0
0

5
,
9
0
0

3
,
8
0
0

1
,
5
0
0

5,000

1
2
,
7
0
0

1
0
,
7
0
0

2
,
0
0
0

7
,
7
0
0

3
,
0
0
0

Ｄ

Ｃ

Ａ

Ｄ

Ｂ

Ａ

１ ２ ３ ４ ５ ６

7,000

玄関ホール

管理室

湯沸室

女子便所 男子便所

研修室１ 研修室２

倉庫１

廊下

倉庫２

用具入
ｽﾛｰﾌﾟ

倉庫３

ﾎﾟｰﾁ

L-1

2

4

タンプラスイッチ(新金属プレート共)

タンプラスイッチ(新金属プレート共)

タンプラスイッチ(新金属プレート共)

備　　考

1P15A×2

1P15A×1

多目的便所

S

壁内配線はPF管にて保護のこと。

2.0
EM-EEF 2.0-3C

EM-FCPEE1.2-1P

6
EM-EEF 1.6-3C×2

(R1～R19)

ACP3

ACP3

ACP3

ACP3

ACP2

ACP1

ACP2

 (仮称)津市津西会館別館電気設備工事

24H 1P15A×1+L×1
(24時間タイマ)

3

電灯分電盤

リモコンスイッチ

A 自動点滅器

タンプラスイッチ(新金属プレート共)

タンプラスイッチ(新金属プレート共)

3W15A×1

3A

4 4W15A×1



内田構造建築工房
三重県知事登録　 第１ －１ ５ ２ ２ 号

大臣登録番号　 一級　 №215989

一級建築士　 内田　 浩司

年月日

縮　尺 図 面 名

工事名称 図面番号

〒514-1107　 三重県 津市 久居中町818　 Tel  059( 256) 2303/Fax 059( 254) 0085 A2 1/100 誘導灯・非常灯設備  平面図

Ｅ-０９

原図 Ａ２

ＡＡ ＢＢ ＣＣＬＥＤモジュール１灯 片面灯 ＬＥＤモジュール１灯

照明器具姿図

器具は全て電池内蔵型

LED非常灯　13形

単体配置 A1

A2

A4

直線配置

四角配置

器具取付高さ 3.0m 4.0m

13形

3.3

2.4m 2.5m 2.7m

4.6

10.2

8.2

12.9

11.7

4.9

11.9

9.6

保守率 0.92

4.8

11.1

8.9

4.7

10.6

8.4

片面灯

B級BL形　誘導音・点滅型
公共型番　SH1-FBF20AF-BL

大臣認定番号 LAE-0082

公共型番　K1-LRS11-2
非常灯評定番号 D-LALH-68Ｃ級

公共型番　SH1-FBF20-C

照明器具　誘導灯　LED

照明器具　非常照明灯　LED

凡例

記  号 名　　称 備　　考

電灯分電盤

煙感知器

記入なき配線は下記による

EM-EEF 1.6-2C

EM-EEF 2.0-2C

壁内配線はPF管にて保護のこと。

BB BB

BB

L-1

AA

S

CC

CC

P型2級受信機

C

誘導灯信号装置

D

S

煙感知器3種

BB

研修室１ 研修室２ 研修室３

倉庫１

倉庫２

ﾎﾟｰﾁ玄関

用具入

男子便所

ｽﾛｰﾌﾟ

31,000

26,000

7,000 2,500 2,500 2,500 6,000 3,500

2,000

31,000

7,500 6,000 3,500

2,500 5,000 3,000 3,000

2,100 1,800 2,100

7,000 7,000

14,000

1
2
,
7
0
0

5
,
9
0
0

6
,
8
0
0

4
,
8
0
0

2
,
0
0
0

3
,
0
0
0

5
,
9
0
0

3
,
8
0
0

1
,
5
0
0

湯沸室

5,000

1
2
,
7
0
0

1
0
,
7
0
0

2
,
0
0
0

7
,
7
0
0

女子便所

多目的便所

倉庫３

3
,
0
0
0

Ｄ

Ｃ

Ａ

１ ２ ３ ４ ５ ６

Ｄ

Ｂ

Ａ

１ ２ ３ ４ ５ ６

7,000

管理室

7廊下 ホール

4,
80
0

4,
80
0

4,
80
0

4,
80
0

CCCC

ACP3

ACP3 ACP3

ACP3

ACP2

ACP1

ACP2

 (仮称)津市津西会館別館電気設備工事



内田構造建築工房
三重県知事登録　 第１ －１ ５ ２ ２ 号

大臣登録番号　 一級　 №215989

一級建築士　 内田　 浩司

年月日

縮　尺 図 面 名

工事名称 図面番号

〒514-1107　 三重県 津市 久居中町818　 Tel  059( 256) 2303/Fax 059( 254) 0085 A2 N/S 弱電設備機器姿図  １

枠：樹脂　オフホワイト

９２ ｄＢ（１ Ｗ，１ ｍ）

１００ Ｈｚ～１２ ｋＨｚ

１６ ｃｍコーン型

定 格 入 力

仕 上

周 波 数 特 性

そ の 他

出 力 音 圧 レ ベ ル

ネット：アルミ　オフホワイト

ス ピ ー カ ー

定 格 入 力

仕 上

周 波 数 特 性

そ の 他

出 力 音 圧 レ ベ ル

ス ピ ー カ ー

枠：樹脂　オフホワイト

９２ ｄＢ（１ Ｗ，１ ｍ）

１００ Ｈｚ～１２ ｋＨｚ

１６ ｃｍコーン型

ネット：アルミ　オフホワイト

３ Ｗ（３．３ ｋΩ），２ Ｗ（５ ｋΩ），１ Ｗ（１０ ｋΩ）

Ｌ級Ｌ級

弱電機器姿図

 壁掛型非常業務用アンプ

プレート：アルミ

０．５～６ Ｗ

切

容

換

上

量

音

仕

入

量

力

アッテネーター

３ Ｗ（３．３ ｋΩ），２ Ｗ（５ ｋΩ），１ Ｗ（１０ ｋΩ）

Ｅ-１０

４段階切換

注記

非常用放送機器は消防法認定品とする。

原図 Ａ２

N C １窓用呼出表示器 トイレ呼出押釦　ひも付Ｎ

電　　　源　　　電　　　圧 ＡＣ１００Ｖ　５０／６０Ｈｚ （内部電源ＤＣ１２Ｖ）

形　　　　　　　　　　　状 壁取付形

材　　　　　　　　　　　質 ＳＰＣＣ ｔ１．２

１窓窓　　　　　　　　　　　数

呼出音と表示窓点灯表　　　示　　　方　　　式

参考型番：CBN-1C 参考型番：NBR-7HWA

プ　　　レ　　　ー　　　ト

呼　　出　　確　　認　　灯

呼　 出　 押　 ボ　 タ　ン

操　　作　　シ　　ー　　ト

防　　水　　カ　　バ　　ー

適 合 ス イ ッ チ ボックス

抗菌ＡＢＳ樹脂製

ＬＥＤ赤色

ノンロック式

抗菌ポリカーボネート

抗菌エラストマー

ＪＩＳ１個用スイッチボックス

形　式 密閉型

３Ｗ

８９ｄＢ（１ｍ／１Ｗ）

１５０Ｈｚ～２０ｋＨｚ

３．３ｋΩ

パネル枠：ＡＢＳ樹脂

パンチングネット：アルミパンチング

定格入力

出力音圧レベル

周波数特性

入力インピーダンス

仕上げ

SP-2 天井埋込型防滴スピーカ

1
20

371870

1
06

.
5

φ
23

0

1
2

230

1
06

.5
1
2

φ
23

0

230

380

2
50

60

8

12
0

70

107φ180

１０局＋一斉（業務グループ５局）

ＤＣ２４ Ｖ　密閉型ニカド電池実装

カット／ミュート／優先制御／カットなし

３ポイント　発光ダイオード表示

１００ Ｈｚ，１０ ｋＨｚにおいて±１０ ｄＢ

「日本語のみ」と「日本語＋英語」の切換式

上り４音、下り４音、２音、ゴングの４種類内蔵

５０ Ｈｚ～１５ ｋＨｚ

音声ガイド機能、液晶表示付（動作履歴等）

ケース：鋼板　ライトアイボリー

モニター音量調節器、ハウリング防止回路付

非常マイク・非常リモコン・タイマー

音声ファイル各１、ライン×３

マイク・マイク／ライン・業務リモコン

出

そ

ニ

仕

モ

Ｂ

チ

音

ター

質

Ｇ Ｍ

ャ

周

非

出

入

出

定

常

波

力

格

非 常

用

の 他

制

ベ

節

出 力

力レ

調

イ

御

計

上

ル

器

ム

特

報

数

警

制

出

力

性

音

力

御

力

電

電

源

源

６０ Ｗ

録音×１

モニタースピーカー

ＡＣ１００ Ｖ　５０／６０ Ｈｚ

音声警報（感知器発報、火災、非火災各放送）

常

70
5

130450

AMP

SP-1 SP-1A

１０個４個

１個 １個 ２個

参考型番　WS-5801

Ｌ級

 (仮称)津市津西会館別館電気設備工事

天井埋込型スピーカ  天井埋込型スピーカ ＡＴＴ付

スピーカカバー一体型 スピーカカバー一体型、音量調節４段切換

５個

公共型番：SC6-Hi-1VO-M 公共型番：SC6-Hi-1V3-M 公共型番：V-1S



内田構造建築工房
三重県知事登録　 第１ －１ ５ ２ ２ 号

大臣登録番号　 一級　 №215989

一級建築士　 内田　 浩司

年月日

縮　尺 図 面 名

工事名称 図面番号

〒514-1107　 三重県 津市 久居中町818　 Tel  059( 256) 2303/Fax 059( 254) 0085 A 2 N / S 弱 電 設 備 機 器 姿 図  ２

ＨＤＭＩ受信器

ワゴンアンプシステムブロック図

（２波）

５Ｃ

５Ｃ

マルチ
デジタル

スイッチャー
受信器
ＨＤＭＩ

プロジェクター
（天吊型）

１５０型
電動スクリーン

ＡＣ１００Ｖ

床上型マイクスタンド ワゴン接続コンセント

ワイヤレスアンテナ  ワイヤレスマイク　ハンド型 プロジェクター（天吊型）

Ｍ

＜配線＞

５Ｃ

ＥＭ－ＡＥ１．２－２Ｃ
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変
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）
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AVAMP

AV

ＣＡＴ６

162 45

ＣＡＴ６
ＥＭ－ＵＴＰ－ＣＡＴ６Ｅ

AV AV

AV AV

Ｃ

1組

卓上型マイク

52

（建築工事）

 電源カットリレー

原図 Ａ２

卓上型マイクスタンド

－５６ ｄＢ

７０ Ｈｚ～１５ ｋＨｚ

ホーンプラグ付

トークスイッチ付、色：シャンペンゴールド

２芯シールド線　不平衡　１０ ｍ

指 向 性

コ ー ド

定格インピーダンス

周 波 数 特 性

定 格 感 度 レ ベ ル

そ の 他

５０ Ｈｚ～２０ ｋＨｚ

９０ ｄＢ（１ Ｗ，１ ｍ）

１２ ｃｍコーン型

３ Ｗ（３．３ ｋΩ），１ Ｗ（１０ ｋΩ）

１２０ Ｗ（８ Ω），６０ Ｗ（１６ Ω）

力出 音

ス

周

ピ

波

続連

定

プロ

格

圧 ルレ ベ

特

カ

数

ー

性

ー

ラグ ム

入

力入

力

広指向性音響構造そ の 他

３０ Ｗ（３３０ Ω），１０ Ｗ（１ ｋΩ）

０，－１０，－２０ ｄＢ

１５ ｍＡ（９ Ｖ時）

８００ ＭＨｚ帯

ＤＣ７～１２ Ｖ（本体より供給）

防水性能：ＩＰＸ２

ルポイダ

そ

ア ッ テ

消

受

電

費

信

ー 得利対相比 約＋８ ｄＢ

の

ネ ー

他

ータ

壁取付用

波

電

周

流

数

源

単一指向特性エレクトレットコンデンサー型

ＰＬＬシンセサイザー方式

イマ ク用使

発

送

式方振

周信 数波 ６００ Ω（平衡型）

単一指向性

最大マイク質量：５００ ｇ

マイク径：φ１８～φ３５ ｍｍ

卓上型２段式

使

型

可用 イマ能 ク

式

部じね

式型 床上型２段式フリーストップ 電源

電力容量

電流容量

制御方式

制御電流

仕上

適合ボックス

ＡＣ１００ Ｖ　５０／６０ Ｈｚ

最大１０Ａ

制御電源によりＡＣ１００ Ｖ断制御

ＤＣ２４ Ｖ　０．３ ｍＡ

パネル：アルミ

埋込：JIS 3個用スイッチボックスカバー付

コネクター ワイヤレス ｘ２

プロジェクタ ｘ１

スピーカ ｘ２

プレート 新金属

最大８００ ＷＷ３／８，Ｕ５／１６

800MHz帯（30波のうち１波スイッチ切換）

そ 他の

■その他

ＨＤＭＩ受信器付

源

式方

さ

ズ

度

入

力

力

力

力

ン

る

像

ーー

オ

号

ー

入

タ

出

出

入

他の

示

電

表

ュ

タ

信

ニ

声

ピ

レ

解

明

ビ

コ

モ

音

ン

そ

アナログ×１

デジタル×２、アナログ×１

コンポーネント、Ｓビデオ、ビデオ

１，９２０×１，２００

４０００ ｌｍ

マニュアルズーム（１～１．７倍）

ステレオ入力×３、ステレオ出力×１

天井取付金具・取付アダプター付

Ｆ１．７～２．２

デ

３原色透過型液晶シャッター方式

ＡＣ１００ Ｖ　５０／６０ Ｈｚ

246

AVAMP

電     源

定格出力

入　　力

出　　力

周波数特性

制御入力

その他

入　　力

出　　力

受信方式

■ＰＡアンプ

■ワイヤレスチューナー

受信周波数

チューナーユニット

■ＣＤプレーヤー

周波数特性

出　　力

演奏可能ディスク

演奏可能フォーマット

その他

■デジタルマルチスイッチャー

入　　力

出　　力

ＡＣ１００Ｖ　５０／６０Ｈｚ

６０ Ｗ

マイク×6、予備×5（同時入力は9入力）、他

５０ Ｈｚ～２０ ｋＨｚ

リモートボリューム、非常カット入力

２局ゾーンセレクター付

ＨＤＭＩ×２、アナログＲＧＢ×２

ＨＤＭＩ×１

■主電源パネル

ACコンセント

出力電力

■その他

２

３

２

４

２

５

６

７

８

９

２

１

２

1

2

3

4

5

6

7

8

9

No 名     称

通気パネル

ワイヤレスチューナー（２波）

ＰＡアンプ　６０Ｗ　２局

ＣＤプレーヤー

ＢＬ／ＤＶＤ

デジタルマルチスイッチャー

ＰＣ入力パネル

主電源パネル

9
1
4

553 615

単独×２、ミキシング×１

ダイバシティ受信方式

８００ ＭＨｚ帯

２波実装済（最大２波）

20Ｈｚ～20ｋＨｚ（±1.5ｄＢ）

アナログ：ステレオ（L，R）、デジタル

ＣＤ、ＣＤ－Ｒ、ＣＤ－ＲＷ

オーディオＣＤ（CD-DA），WAV，MP3

プログラム再生機能、リピート機能、

ピッチコントローラー機能付

連動×１２、非連動×１

最大１．５ｋＷ（総合計）

ＢＬ／ＤＶＤ、ＰＣ入力パネル付

4台 2台 2台 1台

1台 1台 1台 1台

1組

ＰＣ（別途）

各機器へ

ＰＣ入力パネル

主電源パネル ＡＣ１００Ｖ

： ワゴンアンプ

ワイヤレスアンテナ ＣＤプレーヤー

ワイヤレスチューナー
６０Ｗ

ＰＡアンプ

ＢＬ／ＤＶＤ

木製ラック

アンテナ×４、ミキシング×１

Ｅ-１１

天井埋込型スピーカ

天井埋込型スピーカ

ネットワーク、ＵＳＢ－Ａ、ＵＳＢ－Ｂ

スピーカ内蔵、リモコン付属

録音、ライン、スピーカ　他

研修室

 (仮称)津市津西会館別館電気設備工事
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Ｅ-１２

原図 Ａ２

TEL

N

N C

記  号 名　　　称 備　　考

端子盤

電話受口

直列ユニット　　端末

LAN受口

天井埋込スピーカ

天井埋込スピーカ（ATT付き）

凡例

A M P 壁掛型非常業務用アンプ

天井埋込スピーカ
AV

AV用

１階

機器種別

名称
（１Ｗ）

容 量 計 算 表

Ｃ ＡＭＰ

SP-1A SP-1

ＥＭ－ＨＰ１．２－２Ｃ

１階

放 送 設 備 系 統 図

×1

×10×4

非常放送設備と自動火災報知設備は連動させること。
ＥＭ－ＨＰ１．２－２Ｃ

火報受信機

一斉鳴動とする。

SP-1A

（１Ｗ）
（Ｗ）

計

SP-2

3 17

PAC3

PAC3

PAC3

PAC3

PAC2

PAC2

PAC1

N CAMP

CN

L-1

ﾜｺﾞﾝ接続ｺﾝｾﾝﾄ 電源ｶｯﾄﾘﾚｰ

ﾜｲﾔﾚｽｱﾝﾃﾅ
5C

ﾜｲﾔﾚｽｱﾝﾃﾅ
5C

AVAMP

R

T-1へ
5C

天井付ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ

T-1へ

EM-S-5C-FB
TIEF0.65-2C
EM-CAT6 4P

EM-CAT6 4P

R

LAN

TEL

T-1

AE

AE

電
動

映
写

ス
ク

リ
ー

ン
(
15

0
ｲﾝ

ﾁ)

受信機へ

SP-1 SP-1

SP-1A SP-1A

SP-1A

SP-1

SP-1A SP-1A

SP-1A

SP-1A

SP-1

SP-1A

SP-1A SP-1A

AV AV

AV AV

H=1200
H=200

非常放送アンプ

SP-2

C

N
N

廊下

ﾎﾟｰﾁ

用具入

ｽﾛｰﾌﾟ

31,000

26,000

7,000 2,500 2,500 2,500 6,000 3,500

2,000

31,000

7,500 6,000 3,500

2,500 5,000 3,000 3,000

2,100 1,800 2,100
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1
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0
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,
9
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0
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8
0
0
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,
8
0
0

2
,
0
0
0

3
,
0
0
0

5
,
9
0
0

3
,
8
0
0

1
,
5
0
0

5,000

1
2
,
7
0
0

1
0
,
7
0
0

2
,
0
0
0

7
,
7
0
0

3
,
0
0
0

Ｄ

Ｃ

Ａ

１ ２ ３ ４ ５ ６

Ｄ

Ｂ

Ａ

１ ２ ３ ４ ５ ６

7,000

倉庫１

研修室１
研修室２

研修室３

倉庫２

湯沸室

女子便所
男子便所

倉庫３

多目的便所

管理室

ホール

（３Ｗ）

AE

AE

5C

EM-AE 1.2-2C

EM-AE 1.2-3C

EM-S-5C-FB

記入なき配線は下記による

AE

AE

AE

AE

SP-1

104

SP-2

スピーカ合計１７Ｗ、アンプを６０Ｗに設定

トイレ用呼出装置

スピーカ

トイレ呼出押釦 ひも付き

EM-HP-1.2-3C

 (仮称)津市津西会館別館電気設備工事

玄関
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Ｅ-１３

原図 Ａ２

天井裏

PAC3

PAC3

PAC3

PAC3

PAC3

PAC3

PAC3

PAC3

自 動 火 災 報知 設 備 系統 図

1F

P

受信機

機器収容箱

Ｐ型発信機

表示灯

Ｐ型２級５窓

２級

埋込型

ＡＣ２４Ｖ，ＬＥＤ

P 収容

名　　　称記　号 備　　　考
　１．特記なき配管配線は下記とする。

保護管
（ＰＦ１６）

凡　例 　注　記

Ｐ型２級受信機

P

1 2

専用電源

No 警戒区域番号 火災表示用

S

S 光電式スポット感知器

光電式スポット感知器

差動式スポット感知器

定温式スポット感知器

２種，非蓄積型 

２種，非蓄積型  天井裏取付

２種

１種，７５℃，防水型 

終端抵抗 １０ＫΩ

天井裏

壁内配線は、電線管（ＰＦ管）にて保護のこと

（ＰＦ１６）

２．感知器はすべて確認灯付とする。

３．地区音響装置は非常放送設備のスピーカーで代替えとする。

Ω

S

S S

EM-HP1.2-5P

L-1

P-2-5L

天井裏

PAC2

PAC2

A

PAC2

PAC2

S

S
P

S

S

S

PAC1

天井裏

廊下

ホール

研修室３

倉庫１

倉庫２

ﾎﾟｰﾁ玄関

ｽﾛｰﾌﾟ
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Ｃ
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Ｄ

Ｂ

Ａ

１ ２ ３ ４ ５ ６

7,000

多目的便所

用具入

男子便所

研修室２

湯沸室

Ω

研修室１

倉庫３

管理室

ＥＭ－ＨＰ１．２－４Ｃ

ＥＭ－ＨＰ１．２－２Ｃ

EM-EEF2.0-3C

 (仮称)津市津西会館別館電気設備工事
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南立面図 北立面図

西立面図
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凡例

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ 笠木:ｱﾙﾐ製笠木 w=175(ｶﾗｰ)

Ｇ

Ｈ

Ｅ

Ｆ

ｱﾙﾐ製軽量庇　1,200x600

津 市 津 西 会 館 別 館

2
0
0

設備
ｽﾍﾟｰｽ

原図 A2

2
,
8
0
0

Ｊ

Ｊ
Ｊ Ｊ

壁付手摺
H=800

ﾌｪﾝｽ
H=1,500

ﾌｪﾝｽ
H=1,500

ﾌｪﾝｽ
H=1,500

ﾌｪﾝｽ
H=1,500

≒
1
,
9
5
0

≒
1
,
9
5
0

外壁 :窯業系 ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ t=16(石目調)

外壁 :窯業系 ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ t=16（漆喰調）

外壁 :窯業系 ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ t=16(煉瓦調)

Ｂ

幕板:ｹｲ酸 ｶﾙｼｳﾑ板  t=12　外装薄塗E吹付

Ｂ

Ｉ

ｽﾍﾟｰｽ
設備

Ｂ

Ｉ 巾木 :ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上撥水性防水剤塗布

Ｊ 竪樋 :ｶﾗｰVPФ 100

Ｅ

Ｆ

Ｊ

Ｊ

Ｋ

Ｋ 館名板:ｽﾃﾝﾚｽ箱文字  180角  D10 焼付塗装

屋根:ﾌｯ素 ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t=0.45　瓦棒葺き（ 25/100勾配）

屋根:ﾌｯ素 ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t=0.45　瓦棒葺き（ 3/100勾配）

立面図

 (仮称)津市津西会館別館電気設備工事

参考

参-０１
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原図 A2

△
△

道路境界線　

軒の高さ

ＦＬ

Ｙ－Ｙ 断面詳細図 Ｄ Ｃ Ｂ Ａ

ＦＬ

ＧＬ

ポーチ部 断面詳細図 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

透湿防水 ｼｰﾄ

透湿防水 ｼｰﾄ

ｶﾗｰｱﾙﾐ製化粧板  t=1.5

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋

磁器質 150角 ﾀｲﾙ貼  ﾓﾙﾀﾙ下地
ｺﾝｸﾘｰﾄ t=100

砕石  t=100

ﾓﾙﾀﾙ下地

段鼻ﾀｲﾙ貼

巾木:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放補修の上
撥水性防水材塗布 (ｹｲ酸質系塗布防水 )

磁器質 150角 ﾀｲﾙ貼  ﾓﾙﾀﾙ下地

砕石 t=100

木製ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ塩 ﾋﾞ製  廻縁
PB t=9.5捨貼 120x120 OSCL
ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板  t=9

木製ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ
120x120 OSCL

廊下

土間 ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120

ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ t=1.0

100

25

硬質塩ビ製軒樋前高165W
硬質塩ビ製軒樋前高165W

軒天：ｹｲｶﾙ板  t=6 外装薄塗材 E吹付
LGS下地 軒天： ｹｲｶﾙ板  t=6 外装薄塗材E吹付

LGS下地

硬質塩ビ製軒樋前高 165W 硬質塩ビ製軒樋前高 165W

100

3

硬質塩ビ製軒樋前高 165W

軒天： ｹｲｶﾙ板  t=6 外装薄塗材E吹付

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ24K t=100

ｽﾃﾝﾚｽ箱文字  W=200 H=200 D=10
SUS焼付塗装

津 市 津 西 会 館 別 館

外壁 :通気見切

外壁 :通気見切

直貼複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ t=12
ﾓﾙﾀﾙ金 ｺﾃ下地

直貼複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ t=12
ﾓﾙﾀﾙ金 ｺﾃ下地

　道路境界線

幕板:ｹｲｶﾙ板  t=12　 H=250 外装薄塗E吹付
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化粧 PB t=9.5

水切：ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板　t=0.35

外壁 :窯業系 ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ t=16(煉瓦調 )

外壁 :窯業系 ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ t=16(煉瓦調 )

幕板 :ｹｲｶﾙ板  t=12　 H=450 外装薄塗E吹付

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ t=150
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t=25
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t=0.15

表層改良  H=500

ＧＬ

最高の高さ GL+5,740

3,
0
0
0

U型側溝：240型

ｱﾙﾐ製  笠木W175

外壁：窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ t=16（石目調）

ﾓﾙﾀﾙ下地

ｱﾙﾐ庇：W1,200xD600

段鼻ﾀｲﾙ貼

磁器質150角 ﾀｲﾙ貼 (ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ)

磁器質 150角 ﾀｲﾙ貼 (ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ)

ポーチ部　軒の高さ(水下)

LGS下地

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端

3
,
25

0

雨押え

4
0
0

竪樋：ｶﾗｰVPФ100
SUS掴み金物

竪樋：ｶﾗｰVPФ100
SUS掴み金物

2
,
8
00

最高の高さ GL+5,740

幕板:ｹｲｶﾙ板  t=12　 H=250 外装薄塗 E吹付
アルミ製廻縁

ﾌｯ素 ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板  t=0.45 瓦棒葺(25/100勾配)

野地板：木毛セメント板 t=40、 ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ ｔ＝25

ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ t=1.0
野地板：木毛セメント板t=40、 ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ ｔ＝25

ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t0.5

ﾌｯ素 ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t=0.45 瓦棒葺 (3/100勾配 )

下端水切り
ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板  t=0.35

砕石  t=100

ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120

 (仮称)津市津西会館別館電気設備工事

参考

参-０２



内田構造建築工房
三重県知事登録　 第１ －１ ５ ２ ２ 号

大臣登録番号　 一級　 №215989

一級建築士　 内田　 浩司

年月日

縮　尺 図 面 名

工事名称 図面番号

〒514-1107　 三重県 津市 久居中町818　 Tel  059( 256) 2303/Fax 059( 254) 0085 A2　1/50 断面詳細図（２）
原図 A2

△

隣地境界線　

ＦＬ

ＧＬ

１ ２ ３

ＦＬ

ＧＬ

４ ５ ６

外壁:通気見切

ﾎﾟｰﾁ天井：ｹｲｶﾙ板  t=6 外装薄塗材 E吹付

ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板 t=9
ｶﾗｰｱﾙﾐ製化粧板  t=1.5

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ補強受材ｸﾞﾗｽｳｰﾙ24K t=100

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ24K t=100軒天： ｹｲｶﾙ板  t=6 外装薄塗材E吹付
LGS下地

PB t=9.5捨貼
電動映写ｽｸﾘｰﾝ

ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板 t=9 PB t=9.5捨貼
埋込ﾎﾞｯｸｽ共

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板  t=9
(電気設備工事)透湿防水 ｼｰﾄ

巾木 :ｺﾝｸﾘｰﾄ打放補修の上
撥水性防水材塗布(ｹｲ酸質系塗布防水)

移
動
間

仕
切

壁
（
遮

音
）

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ t=150 土間 ｺﾝｸﾘｰﾄ t=150
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t=25 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t=25

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t=0.15 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t=0.15

軒天：ｹｲｶﾙ板  t=6 外装薄塗材 E吹付
LGS下地

透湿防水ｼｰﾄ

不燃ｸﾛｽ貼 不燃 ｸﾛｽ貼
PB t=12.5下地

化粧 PB t=9.5 化粧PB t=9.5

磁器質 150角 ﾀｲﾙ貼
ﾓﾙﾀﾙ下地

ﾋﾞﾆﾙ床 ｼｰﾄ t=2.5 ﾋﾞﾆﾙ床 ｼｰﾄ t=2.5

上り框(御影石)ｽﾛｰﾌﾟ付き

土間 ｺﾝｸﾘｰﾄ t=150 土間 ｺﾝｸﾘｰﾄ t=150
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t=25 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t=25
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t=0.15 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t=0.15
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Ｘ－Ｘ 断面詳細図０１

ポーチ

Ｘ－Ｘ 断面詳細図０２

表層改良 表層改良 表層改良

直貼複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ t=12直貼複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ t=12

ﾓﾙﾀﾙ金 ｺﾃ下地 ﾓﾙﾀﾙ金 ｺﾃ下地

直貼複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ t=12
ﾓﾙﾀﾙ金 ｺﾃ下地ﾓﾙﾀﾙ金 ｺﾃ下地 ﾓﾙﾀﾙ金 ｺﾃ下地

ｱﾙﾐ製  笠木　 W175

研修室１ 研修室２

稼働間仕切り補強受材

□-100× 100× 3.2

□ -100× 100× 3.2
外壁:窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ t=16

ホール倉庫２ 湯沸室

ﾓﾙﾀﾙ下地
磁器質150角 ﾀｲﾙ貼（ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ）

外壁:窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ t=16（石目調）

透湿防水 ｼｰﾄ

幕板 :ｹｲｶﾙ板  t=12　 H=250 外装薄塗E吹付

幕板 :ｹｲｶﾙ板  t=12　 H=250 外装薄塗E吹付

PB t=9.5捨貼

玄関

表層改良 表層改良

耐水 PB t=12.5下地

外壁:窯業系 ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ t=16（漆喰調）

ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ t=1.0
ﾌｯ素 ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t=0.45 瓦棒葺 (25/100勾配 )

野地板：木毛セメント板t=40、 ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ ｔ＝ 25

ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ t=1.0
ﾌｯ素 ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板  t=0.45 瓦棒葺(25/100勾配 )

野地板：木毛セメント板 t=40、 ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ ｔ＝25

ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ t=1.0
野地板：木毛セメント板 t=40、 ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ ｔ＝25

ﾌｯ素 ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板  t=0.45 瓦棒葺(3/100勾配)

 (仮称)津市津西会館別館電気設備工事

参考

参-０３


